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分析化学は 

  物質の構造や性質を調べる方法，物質を検出したり分離する方法を研究する化学の学問です。 

  その成果は，広く社会に貢献しています。化学製品をはじめ，金属，セラミックス，半導体，医薬，食
品などの品質や安全性の確保に欠かせません。資源，エネルギー，環境問題においても大きな役割を果た
しています。エレクトロニクスやバイオテクノロジー，新素材，高分子材料，医療診断，投薬管理にも分析
化学は大きく寄与しています。自然科学の多くの分野が分析化学を基礎にしています。 

 

公益社団法人 日本分析化学会は 

  分析化学の進歩発展を図り，これを通じて科学，技術，文化を発展させ，人類の福祉に寄与すること
を目的にしています。 

  分析化学は，理・工・農・医・歯・薬学などの広い分野にかかわっています。従って，日本分析化学会に
は，これに関係する研究者・技術者約 6,000名が会員として参加しています。分析化学関係では，世界
最大の学会です。 

  日本分析化学会は，本部を東京に，支部を北海道，東北，関東，中部，近畿，中国四国，九
州に置いています。本部と支部は協力して，分析化学の発展とその成果の普及のためにたゆまない努力を
続けています。 

 

この「展望とトピックス」は 

  日本分析化学会の折々の活動を，広く社会の皆様に知っていただくために発行しています。 

  分析化学は，分野が極めて広いのが特徴です。従って，中には専門性が高いため一般の人には理解し
にくい部分もあります。この「展望とトピックス」は，分析化学の最近の成果の中から，身近な社会との関わり
が特に深いと考えられるものを選んでわかりやすく解説したものです。これを通じて，日本分析化学会の活動
を理解してくだされば誠に幸いです。 
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日本分 化 68 年 を開 するにあた て 

 

 

68 年 実行  

大 大 院 研究院 藤   

  

 

  法  日本分 化 は，1952 年に設 された と伝 のある 術 体です。

現在， 6000 の を しており， ， ， ，医 ，薬 などの 術関連機関，

， 々な や 体の研究者や技術者などが となり， 活動に していま

す。日本分 化 68 年 は，2019 年 9 月 11 日（水）～13 日（ ）の 日 ， 大

ンパスで開 され， の 1/4 が します。分 化 とは， 物質の構

成成分およ その 度を求める方法 を開発することを 的とした です。研究

者・技術者は化 ，物 ，生物 とい た基 ，そして 報 などのあら る応

用 の技術を 大 に活用することで，新 な分 手法の開発に レン しています。

その や分 に 々は としての を感 ています。また，その は ・

分野，医 ・薬 分野， 分野など幅広く，安 ・安 な が成り ているの

は，分 がその基 を えている らであるという が 々にはあります。 

本年 では， ら 々な発 による新しい分 法が 案され，きわめて基 に近

いもの ら，その成 がす にでも 要とされるとこ で実用化されるものまであります。

本 子は本年 で発表される講演の中 ら，特に 的関 が高いと われる研究発表

を 定し， の方にもわ りやすく したものです。この 子によ て分 化 が

の 々な要求や の にい に している を いただければ いです。 

後， ッグ ータや AI の発 により，研究に する り 方も変わ てくることが

されます。いままで 術であ た分野や 者の に した分野は，その研

究・開発スタイルが 速に変 をと るでし う。 方，その基 ータを える分 化

はさらにその重要性を してきます。新たな 見を 出するには， に に向きあ

うことができる にはできないことは ら です。また，大 院生の発表が 年に

して 25 %も したことは分 化 において い研究者の が していることを

し，その成 を することを も大変 し にしております。 日 の年 を

て，分 化 の を感 ていただけますようお い し上 ます。 

 

総講演 ：671  

：シン ウム講演等 53 ， 講演 364 （ 262 ， スター102 ），

手 スター講演 211 ，ア ア分 シン ウム講演 4 ，テク レ ー講演 2

，研究 講演 21 ， 講演 16  
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関東  —日本分 化 68 年 を えて 

 

 

関東  

上 大  下  

 

法 ・日本分 化 は，分 に関する 報の に分 化 の 発 を

図り，それを て ，技術， 化の ， の に することを 的として，1952

年に設 された 術 体です。本 を東京に，そして関東 を つの を日本の

に 置しています。本 の な に，分 化 分野の の研究成 を発表・討

する分 化 討 （ 開 ）と年 （ 開 ）があります。これらの は，本 と

7 つの が持ち りで実 していますが，本年 は 都 を中 に 1 都 8 （東京，

， ， ， ， ， 木， ，新 ）で構成される関東 で実行 を

し，実行 に 出された藤 （ 大 ）のもとで， 大 ン

パスでの開 に向けて 備を めてきました。 

 本年 では，原子ス クトル分 ，センサー・センシングシステム， 種ク マトグ

ー，分 ・分 試薬の設計， 分 ， 関連分 ，バイオ分 ，臨床分 ，およ

における分 活用と の適用など分 化 に関わる 36 分野の分 の中で，

講演（ ， スター）， 手講演（ スター），およ テク レ ー講演（ ，

スター）の発表が行われます。 

 さらに本年 では，特 シン ウムとして，1）生命現 における分 化 ，2）

の 正と安 ・安 に する分 化 （ 開），3）分 と核酸 ，4）講

分 化 を 的にするには，5）プ マ質量分 計による 子の高感度・高

速計測，6）タンパク質を とする分 ールの 化 イン，およ 7）分 化 のプ

レ ンスを拡大する リア ル ング（ 開），また シン ウム（

開）として，1）分 門における 連 / 大型設備の活用，2）AI, MI 時代 の期

待と II— における ン ータサイ ンスの現状—，およ 研究者 を 的と

する カ を しています。また，ア ア の 線で活 する研究者を

めた 5 ア ア分 シン ウムも，本年 の中で開 されます。この ，分 ・

計測機器関連の ーカー・ ，分 技術 ，関連 出 による 設 示

や ン ンセ ーも しています。 

 日本分 化 では，分 化 に関わる研究者・技術者に し， ， ，技

術 ， ， 分 技術 ， 性 Analyst ，有 を 年 定し， していま

す。本年度は， 3 ， 4 ，技術 3 ， 5 ， 分 技術

2 ， 性 Analyst 2 ，およ 有 51 が 出されました。 と

講演は， 2 日 後に N 場で，技術 ， ， 分 技術 ，およ 性 Analyst

の の 講演は 場で行われます。 ， をお 下さい。 
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68年  開プ グ ム（ 無料） 

 

9月11日（水）13：15 ～ 17：30，B 場 

特 シン ウム  の 正と安 ・安 に する分 化  

オー イ ー：上本 （ 大 ） 

 

9月13日（ ）13：10 ～ 15：50，A 場 

特 シン ウム  分 化 のプレ ンスを拡大する リア ル ング 

 関東 手の ，オー イ ー： 田 （東大院総合 化） 

：分 ・計測の研究や に している 生・大 院生・ 手研究者・ 手

研究者は，分 化 のアイ ンテ テ をも て 術・ で成 を上 ている。合

成・ ・プ セスの の下の 持ち であるの なら ，さらにそれらを 導してシ

ー を える を担うことができる と期待について，講演者 ら を まえて

お話しいただきます。アイ ア，実 と実 ， ット ー ングをしてこられた の講

演者の方々の“ ”を ， 者が の研 をより でいくことが， 術・

体における分 化 分野の活性化とプレ ンスの拡大につながるでし う。 後の

活動を すえる 生の 導にあたられる にも のシン ウムです。講演者・

者どうしの ット ー ング（ ・ サーなど）も設ける 定です。 

 

9月11日（水）13：30  16：30 

シン ウム における 志向の 分 技術  

分 門における 連 / 大型設備の活用 

オー イ ー： 大 （ の ） 

： の機能性 料の機能発現機構の において， 連 や では 有で

きない大型設備の 用が重要な イントとな てきている。J-PARC(大 度 子 速器実

設)における中性子 用等の をして くとともに で実 している大 との 研

究/技術 導などの 連 や放 光 設，電子 微 ，大型 ン ータなど 大

型設備の活用 を し， 後の について する。 

 

9月12日（木）9：10  11：50，A 場 

シン ウム における 志向の 分 技術  

2 AI，MI時代 の期待と  における ン ータサイ ンスの現状  

オー イ ー： 木 由 （ イルム） 

：AI， ッグ ータ時代の活用が本 化し， タルト ンス ー ーシ ンの

要性が ばれるな ，IoTやマテリアル ・イン マテ クス（MI）などの導入が

でいる。 年に き き， の ン ータサイ ンスの を し，

後の活用， 開， について する。 
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9月11日（水）10：00  12：00，M 場 

カ  

 日本分 化 連 ・ 68年 実行  

：日本分 化 では，分 化 の多 性を活 し， のニー と ・ のシー を

マッ ングする場を し，連 を 速さ ， ・技術における分 化 の重要性や

を発 する を たしていきます。そのために，大 によるシー 研究 （研

究 者による10分程度の話 ）を行い， の研究者・技術者との のき

けとなる カ を しました。また，当日の 後には の シン

ウム， には シン ウム との合 を しており，さ

らに 細な 報 や ができる場を設けます。話 の研究 は，webの

カ ス ールを ください。 の をお待ちしております。 
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特 シン ウム の 正と安 ・安 に する分 化  
< 日 時 >  9 月 11 日（水）13：15 ～ 17：30 

<  場 >  B 場 

オー イ ー 上本 （ 大 ） 

 

を維持するため， の安 を るため， 技の 性を保つため， 々な分野で分

化 の専門 が活 しています。本シン ウムでは， 線で活 する研究者 ら，核物質, 化

器， ー ング， ッグについて，また 現場や 性中 で こる 々な につ

いての分 化 的 り を していただきます。 下の 6 つの講演が 定されています。 

 

 核 拡 ・核セ リテ に 用される微量分 技術  

核物質の拡 防 は 際的な ですが， 法な核物質を検 し，その 性や を見極めるた

めに高度な分 技術が 可 です。 

 

 化 器用 の現場分 技術  

化 器を用いた やテ の が 々を さ ています。その を現場で正しく検 す

ることがその 案究 には ま 。 

 

 ス ー ー ング検査 アプレイと 手の を る分 化  

年は東京オリン ック 2020 です。 ー ングはますます になり，新しい薬 を極微量では

る分 技術との いが り広 られます。 

 

 ッグによる を防 分 化  

されている 薬や ら し を変えただけの ッグは に 生活を し

ます。 分 化 が ッグの拡 を水際で ります。 

 

 現場およ 法医 定で用いられる分 技術 時 の と 性の担保  

現場での中 物質の は を います。また中 による を特定して法医 定の

質を向上さ ます。 てに てどこまで正しくは れる が となります。 

 

 性中 の原 究 や 療に つ分 化  

識のない中 患者を前に 時 で中 の原 とな た薬物や 物を特定する。 々の分 置

を して患者の診断や 療に てます。 

 

物質をは る方法を構築するという 見 な研究 が， を安定に維持するための 正

や安 ・安 に く関わ ています。分 技術は の基 技術の つと えます。本シン

ウムは 開のプ グ ムなので，本年 に 登 していなくても，どなたでも無料で 講

できます。 のお しをお待ちしております。 
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9月11日（水）10：00  12：00，M 場 

カ  

 日本分 化 連 ・ 68年 実行  

：日本分 化 では，分 化 の多 性を活 し， のニー と ・ のシー を

マッ ングする場を し，連 を 速さ ， ・技術における分 化 の重要性や

を発 する を たしていきます。そのために，大 によるシー 研究 （研

究 者による10分程度の話 ）を行い， の研究者・技術者との のき

けとなる カ を しました。また，当日の 後には の シン

ウム， には シン ウム との合 を しており，さ

らに 細な 報 や ができる場を設けます。話 の研究 は，webの

カ ス ールを ください。 の をお待ちしております。 
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【講演番号】K3002【講演日時】9 月 13 日（ ）09：15 ～ 09：30 

【講演タイトル】スル ン系電 を用いた正極 型リ ウム 電 のオ ン

Raman 測定 
   
【概要】リ ウム を 極， を正極に用いるリ ウム 電 は，現行の高性能な 電

に 10 上の電 を えることが可能であるため，実用化が く期待されている。し し，

正極の の放電生成物が 極に 動して電 で 応してしまい， 分な電 が えられな

い， 化が まるとい た大きな を えていた。そこで本研究では，電 の高性能化につな

がる有用な 見を るため，実動 下でリ ウム 電 の電極表 を マン分光分 し，

放電前と放電中での電極表 の の状 について を行 た。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】新 大院 1・ 総研 2・ 大院 3 

○  々1・  日 1・  子 1・都築 2・上野 3・  正 3・  3・ 

 1  

新 新 区 の 8050 番 ，電話 025-262-6265，yumescc@chem.sc.niigata-u.ac.jp 

 

持 可能な の実現 向けて 新的な次世代 電 の開発が められている。リ ウム

を 極， を正極に用いるリ ウム 電 は，現行の高性能 電 に 10 上の電

を えることができ，また は 的に であるため，安価に持 的に大量生 できること

が見 まれ，実用化が く期待されている。し し，正極の の放電生成物が 極に 動して

電 で 応してしまい， 分な電 が えられない， 化が まるとい た大きな を

えていた。 近，この を する電 が見出され， ーム ン ングなリ ウム

電 が 案された。この電 の 放電 応の 応 が できれば，さらに電 の性能を向上

できる。このためには，実際に電 を 放電しながら種々の測定を行う“オ ン (Operando)

測定”が つ。本研究では， ーム ン ングなリ ウム イン型電 のオ ン

測定を行 た。放電前の測定では， は

も安定な 状の S8分子として，島状に

に 在していることがわ た。 方，放電

を めると電 電 が 下し， 2.15 V にな

ると， に S8 は することがわ た。

この ら，電 との を けながら，

を にするような正極／電 の

が高性能化につながると した。実際

に された正極を用いることで，電

に える電 量を高めることに成 した。 
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【講演番号】K3002【講演日時】9 月 13 日（ ）09：15 ～ 09：30 

【講演タイトル】スル ン系電 を用いた正極 型リ ウム 電 のオ ン

Raman 測定 
   
【概要】リ ウム を 極， を正極に用いるリ ウム 電 は，現行の高性能な 電

に 10 上の電 を えることが可能であるため，実用化が く期待されている。し し，

正極の の放電生成物が 極に 動して電 で 応してしまい， 分な電 が えられな

い， 化が まるとい た大きな を えていた。そこで本研究では，電 の高性能化につな

がる有用な 見を るため，実動 下でリ ウム 電 の電極表 を マン分光分 し，

放電前と放電中での電極表 の の状 について を行 た。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】新 大院 1・ 総研 2・ 大院 3 

○  々1・  日 1・  子 1・都築 2・上野 3・  正 3・  3・ 

 1  

新 新 区 の 8050 番 ，電話 025-262-6265，yumescc@chem.sc.niigata-u.ac.jp 

 

持 可能な の実現 向けて 新的な次世代 電 の開発が められている。リ ウム

を 極， を正極に用いるリ ウム 電 は，現行の高性能 電 に 10 上の電

を えることができ，また は 的に であるため，安価に持 的に大量生 できること

が見 まれ，実用化が く期待されている。し し，正極の の放電生成物が 極に 動して

電 で 応してしまい， 分な電 が えられない， 化が まるとい た大きな を

えていた。 近，この を する電 が見出され， ーム ン ングなリ ウム

電 が 案された。この電 の 放電 応の 応 が できれば，さらに電 の性能を向上

できる。このためには，実際に電 を 放電しながら種々の測定を行う“オ ン (Operando)

測定”が つ。本研究では， ーム ン ングなリ ウム イン型電 のオ ン

測定を行 た。放電前の測定では， は

も安定な 状の S8分子として，島状に

に 在していることがわ た。 方，放電

を めると電 電 が 下し， 2.15 V にな

ると， に S8 は することがわ た。

この ら，電 との を けながら，

を にするような正極／電 の

が高性能化につながると した。実際

に された正極を用いることで，電

に える電 量を高めることに成 した。 
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【講演番号】H2004【講演日時】9 月 12 日（木）09：45 ～ 10：00 

【講演タイトル】 マイク プ ス ック分 のための 分 GC-大 化 イオン化- 

重極 行時 型-質量分 法 (Py-APGC-MS) によるプ ス ック混合物の識 分  
   
【概要】 中に 在するプ ス ック の微 片（マイク プ ス ック）は生 系 の

ら，そのプ ス ック種の 定が極めて重要である。し し，マイク プ ス ックはも

ともと微 量でし できないことや， な混合系であること ら，その 細な分 は

である。講演者らは， 分 分 法と大 化 イオン化高分 能 行時 型質量分 法を

合わ ることにより，微 量の混合系試料 ら，その構成プ ス ック種を 定することに め

て成 した。 後，マイク プ ス ックの実用分 法としてこの方法が広く 用され， 改

に することが期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院   

○原田 ・大谷  

区 器 ，電話 052-735-7911，ohtani.hajime@nitech.ac.jp 

 

 におけるプ ス ック の 片の中で，大きさ 5 mm のものは，マイク プ ス

ックとよばれ，生 系 の が されており，その分 は重要である。 分 スク マ

トグ ー質量分 法（Py-GC-MS）は， の手法では分 の しい 10 µm 下の微 を め

たマイク プ ス ックの分 に適している。し し，微 の 子を とつ つ測定するので

はないため，混合系の微 試料の測定には があ た。そこで本研究では， 近開発された，

大 化 イオン化（APCI）- 重極 行時 型（QTof）-質量分 法（MS）を用いる Py-GC-MS

システム（Py-APGC-MS）を構築することにより，この を した。実際に，生 量の多い 5

種のプ ス ック（ リプ レン(PP)， リ レン(PE)， リ 化 ニル(PVC)， リス レ

ン(PSt)， リ レンテレ タレート(PET)）を生 量と

で 混合して，Py-APGC-MS 測定した ，

APCI による プ ス ックに特 的なイオンの生成と，

QTof-MS によるそれらの 分 により，プ ス ック

混合物試料 ら の成分 報を き出すことに成 し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10分

10分

0分

0分

飛行時間型質量分析計
(Tof-MS)

四重極(Q)

大気圧化学
イオン化部分離カラム

コリジョンセル

Py-APGC-MS

熱分解装置

プラスチック
混合物試料

エネルギー・環境 
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マイクロプラスチックの種類を微少量で簡単に分析する 

【講演番号】H2004【講演日時】9 月 12 日（木）09：45 ～ 10：00 

【講演タイトル】海洋マイクロプラスチック分析のための熱分解 GC-大気圧化学イオン化- 

四重極飛行時間型-質量分析法 (Py-APGC-MS) によるプラスチック混合物の識別分析 
   
【概要】海洋中に存在するプラスチックごみの微小片（マイクロプラスチック）は生態系への悪

影響から，そのプラスチック種の決定が極めて重要である。しかし，マイクロプラスチックはも

ともと微少量でしか回収できないことや，複雑な混合系であることから，その詳細な分析は困難

である。講演者らは，熱分解分析法と大気圧化学イオン化高分解能飛行時間型質量分析法を組み

合わせることにより，微少量の混合系試料から，その構成プラスチック種を決定することに初め

て成功した。今後，マイクロプラスチックの実用分析法としてこの方法が広く利用され，環境改

善に貢献することが期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】名工大院工  

○原田 賢二・大谷 肇 

愛知県名古屋市昭和区御器所町，電話 052-735-7911，ohtani.hajime@nitech.ac.jp 

 

 海洋におけるプラスチックゴミの破片の中で，大きさ 5 mm 未満のものは，マイクロプラスチ

ックとよばれ，生態系への悪影響が懸念されており，その分析は重要である。熱分解ガスクロマ

トグラフィー質量分析法（Py-GC-MS）は，他の手法では分析の難しい 10 µm 以下の微小粉を含

めたマイクロプラスチックの分析に適している。しかし，微粉末の粒子をひとつずつ測定するの

ではないため，混合系の微粉末試料の測定には課題があった。そこで本研究では，最近開発され

た，大気圧化学イオン化（APCI）-四重極飛行時間型（QTof）-質量分析法（MS）を用いる Py-GC-MS

システム（Py-APGC-MS）を構築することにより，この課題を解決した。実際に，生産量の多い

5 種のプラスチック（ポリプロピレン(PP)，ポリエチレン(PE)，ポリ塩化ビニル(PVC)，ポリスチ

レン(PSt)，ポリエチレンテレフタレート(PET)）を生産

量と同じ比率で粉砕混合して，Py-APGC-MS 測定した結

果，APCI による各プラスチックに特徴的なイオンの生成

と，QTof-MS によるそれらの精密分析により，プラスチ

ック混合物試料から個別の成分情報を引き出すことに成

功 し

た。 
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【講演番号】M2001【講演日時】9 月 12 日（木）09：00 ～ 09：15 

【講演タイトル】 可 分光法と Discrete Variational Multi Electron (DV-ME)法を用いた

水 体の 構  
   
【概要】 体は，生体関連物質や のモ ル化合物として を ているが， 体

の 構 を ら にすることは 易ではない。本研究では，電 や原子 標を入 するだけで

可 ス クトルの 計 が行える DV-ME 法で，実測した 体の 可 ス

クトルを 現し，その 構 を簡 に 測できる方法を開発した。この方法は 体

の 機能の 測に適用が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 岡大  

○  生・  ・  ・   

岡 岡 区 19-1，電話 092-871-6631，kurisaki@fukuoka-u.ac.jp 

 

 体は，生体関連物質や のモ ル化合物として を ている。これらの 応は

に 中で生 ている。また， 体の 機能はその構 と な 関を持 ていることが

される。そのため， 中の 体の構 を ら にすることができれば，新 の開

発や高機能化が 易に可能になると考えられる。 的に 中の 体の構 は X 線分 法

を用いて研究されている。X 線分 法は， 合 や 合 度などの構 報を ることはでき

るが，測定場 や測定時 に がある。 方で， 可 分光法は， や 構 など

的な構 報し られないが，研究 で 易に測定を行うことができる。そこで講演者らは，

電 や原子 標を入 することで， 易に 可 ス クトルの 計 が行える，Discrete 

Variational Multi Electron (DV-ME)法を用いて， 水 体の 細な 構 を行 た。

ま ，DV-ME 法で 出した ス クトルを実測ス クトルの 状と し， 現できている

を確認した。次に，実測と ス クトル ら 度 標を 出し， 度図上にプ ットした。

度図を用いて 的に 価を行い， 適モ ルを 定した。 の X 線構 の と し

たとこ ， 当な構

であることが示され

た。 後，この方法を

用いて 々な

体での構 を行

い，実際に として

用されている

体に適用できる

検討する。 
Fig. 実測と ス クトルの  
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岡 岡 区 19-1，電話 092-871-6631，kurisaki@fukuoka-u.ac.jp 
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的な構 報し られないが，研究 で 易に測定を行うことができる。そこで講演者らは，
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たとこ ， 当な構

であることが示され

た。 後，この方法を
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体での構 を行

い，実際に として

用されている

体に適用できる

検討する。 
Fig. 実測と ス クトルの  
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【講演番号】P3125【講演日時】9 月 13 日（ ）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】シク ストリン リマーを と蛍光測定の場として用いる Se（IV）の

高感度分 法 
   
【概要】セレン（Se）は トの であるが， でも しても トの に を生

る。Se は の酸化状 をとり，その価 とに 性が異なる。 において価 に Se

度を ることが求められるが， 度が いこと ら，価 に分 するのは であ た。本

研究では， 水中の Se(IV)の 度測定法の開発を した。Se(IV)と 的に 応して蛍光を

生 る蛍光性 体を 成し，さらに に 水性 を持つ 性 リマーを用いて Se 蛍光性

体を ・ することで， 度の Se(IV)を高感度に定量することに成 した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】新 大院 1・ 新 大 2・ 大 3  

大院 4  

原 1・ ○ 岡 2・  3・  4 

新 区 の 8050 番 ，電話 025-262-6172，matsuoka@env.sc.niigata-u.ac.jp 

 

セレン Se は生体微量 であるが， では 性を示すことが られている。 に

中の Se 度は いが，種々の 活動により 水中の 度が する や，水中での生

物 による生 系 の などの ら， 中における Se の動 について，近年 が ま

ている。とこ が， 水中の Se の動 に関する報告 は に ない。 水中の Se は

価と 価の酸化状 を り るが， 化 により性質や 中での 動が大きく異なるため，

Se 度の 量測定だけではなく， Se の化 状 定量を行わなければ，Se の動 についての

体 を把握できない。し し 中の Se は 度のため，化 状 定量は であ た。そこ

で講演者らは，Se の化 種のうち， を 価のセレン Se(IV)に り，正確さに れるだけでな

く の にも した， 水中の Se(IV)に する高感度分 法について検討した。 

 講演者らは，Se(IV)- ア タレン（DAN）蛍光法を適用した。DAN が 的に Se(IV)と

応して蛍光性 体（Se-DAN）を生成し，その蛍光 度が Se(IV) 度に することを用いるの

である。水 中での Se-DAN の蛍光 度は いため， 的には有機 に 出する。し し

有機 に 出しても， 水中の Se(IV)の定量に しては，その感度は 分でない。 方，水

性のシク ストリン（CD）はその に 水性 を持つため，Se-DAN をその

に り と，水 中においても有機 の 出と の 感が期待できる。また近年開発

された CD を した 性 リマー（CDP）を用いて，その 水性 に Se-DAN を して

その蛍光を 測光すれば，有機 を用いない高感度な Se(IV)の分 法となり る。この ン

セプトの下，Se-DAN を -CDP の 水性 に ・ さ る新たな分 法を検討したとこ ，

0.05 ppb の検出 を達成できた。本法は，有機 の 出を要する の蛍光光度法の高感度

化にも適用できるため， の にも した新たな分 法として 後の 開が期待できる。 
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【講演番号】J1104【講演日時】9 月 11 日（水）14：30 ～ 14：45 

【講演タイトル】Development of low-temperature fusion using ammonium hydrogen fluoride for rapid 

determination of actinides in environmental and nuclear decommissioning samples（ およ 試料

中のアク ニ の迅速定量のための ッ化水 アンモニウムを用いた 出法の確 ） 
   
【概要】近年，原子 時の 応や原子 置の においても，迅速にアク ニ を定

量する分 法が 要とされている。本研究では， 試料 放 性 物中の プ ニウム-237

（237Np）とプルトニウム（Pu） 体を定量するための安 つ迅速な試料前処 法として，

ッ化水 アンモニウム（NH4HF2） 法を検討したとこ ， 時 の高 を 要とする

の試料分 法に て， つ迅速な試料 化が可能とな た。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】量研 島 生 研究 1・ 大 2・ 京大 3 

○  1・  1,2・  1・  有 1,3・ 野 １ 

区 4-9-1，電話 043-206-4605，zheng.jian@qst.go.jp 

 

 近年， 放 能に関する研究

だけでなく，原子 時の 応

や原子 置の において

も，迅速にアク ニ を定量する

分 法の検討が 要とされている。

の試料分 法では，試料に

酸， 酸と ッ酸を えて

する方法が用いられてきた。これは混合酸を用いるために，試料の 分 や高 の に

時 を要し，実 やその 設 の を考 する 要もあ た。また，試料の分 はアク

ニ の定量分 における のステップであり， 重な が求められている。 

 本研究では， 試料 放 性 物中の プ ニウム-237（237Np）とプルトニウム（Pu）

体を定量するための に しい迅速分 法を確 した。本法では， ッ化水 アンモ

ニウム（NH4HF2） 法に， ッ化カルシウム（CaF2）/ ッ化 ンタン（LaF3） 法， 出ク

マトグ ーおよ ICP-MS 測定を 合 た。 の 法では，高 （600～1200 ℃）

のマッ ル が用いられてきたが，本法では の ットプレートを用いて， 度 250 ℃で 15

分 の だけで が した。 ， 物およ ンクリート試料（0.5 1g）を，開

発した NH4HF2 法とク マトグ ーによる分 程を 合 た ，237Np と

Pu について 70～90 上の化 が られた。試料 ら 性 Pu を 出することができ，

8 時 で 10 サンプルの分 が可能となり， の試料分 法に て迅速な定量法とな た。

また本法では， ッ化水 （ 物）を 用しないため，安 で に した分 法といえる。 
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発した NH4HF2 法とク マトグ ーによる分 程を 合 た ，237Np と
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【講演番号】C3003【講演日時】9 月 13 日（ ）09：30 ～ 09：45 

【講演タイトル】Cs に された 命核種 135Csのレー ーア レーシ ン ICP-MSによる定量 
   
【概要】 島 原子 発電 では， 染水の処 によ て，放 性 Cs を多量に Cs

が大量に発生している。この には， 要な放 能 染 である 137Cs に， 期が

230 年と に い 135Cs も まれる。135Cs は 線を放出 ， に く保持されるため

測定が しく，これまで 135Cs の放 能量の 価は でいな た。そこで本研究では，微 量

の 体試料に まれる の 体 を分 可能なLA-ICP-MSで られた 135Cs/137Cs と 線測

定 置で られた 137Cs の放 能量 ら，135Cs の放 能量を簡便に求める方法を開発した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 総研 1，原子 機構 2  

 志保 1・大  1・  有 子 2・ 田 2・ 田 2・  2 

つくば 1-1-1，電話 029-862-6732，asai.shiho@aist.go.jp 

 

 島 原子 発電 では， 染水処 で 用された セシウム（Cs） が多量に発生し

ている。この Cs 中には， 要な放 能 染 である 137Cs だけでなく 135Cs も 在してい

る。135Cs の 期は 230 年であり， 期 にわた て放 線を放出し けるため，処分の際に

は 137Cs と に放 能量の正確な 価が 可 となる。135Cs は，137Cs のように 線を放出

測定できないこと ら，Cs 出 の測定が 要であるが，Cs イオンが く保

持され 出は現実的でない。さらに，137Cs による線量が高く， いが であるため，放 能

量の 価は でいない。本研究では，微量 体試料の 体分 が可能なレー ーア レーシ

ン（LA）-ICP-MS を用い， Cs 中の 体 在量の 135Cs/137Cs を 出 なしで

測定し，137Cs の 線測定 ら 135Cs の放 能量を簡便に定量する方法（図 1）を開発した。 

当性検 のため，135Cs の放 能量が の 染水試料に， の Cs を して Cs

試料を し，LA-ICP-MS で測定したとこ ，正確に 135Cs 放 能を 出できること

を確認した。本方法では，Cs 保 器中の 137Cs 放 能が分 れば， Cs の

測定で保 器 の 135Cs 放 能を 出でき，大幅な 担 が期待される。 
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【講演番号】M3001【講演日時】9 月 13 日（ ）09：00 ～ 09：15 

【講演タイトル】 マイク 出法を用いた 発成分の分  
   
【概要】 の りをその成分の種 や量に基 いて化 的に 価することができれば，お

の特 けだけでなく， 者の に合う 種 にも ない 報が られる。講演者ら

は， 後の 器を開けた時に出てくる に イバーを して 発成分を し，次い

でその イバーを分 置（ スク マトグ ー質量分 法）に導入することにより，お

の り成分の種 や量を ら にする方法を開発した。この方法により， の り成分の

価や特 けを化 の で行うことができ， ， 者の に応 た新 種の開発等に

することが期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院 1・ 大 2・ 試 3  

○高  1・ 田 1・ 野 2・  1・  子 3・  博 1 

京 3-9-1，電話 0776-27-8610，uchimura@matse.u-fukui.ac.jp 

 

 お は日本 の であり， とで新 種の開発が に行われている。 方で の

量は年々 してきており， 者の に応 た新 種の開発や 種の特 を活 した

などが重要とな ている。お の の 価法としては 的に 能試 が用いられ， ，

り， ， 感などが 的に 価されている。し し，特に りの定量的な 価やそれに基

く 種 との特 けなどは現状では しい。そこで本研究では， 時の 発成分の分 法に

ついて検討し，お の 種により がある どう ，またそれに基 きお の特 けが可能

どう について検 した。 

実 では， 的なうるち に え，もち や り などいくつ の 種を用いた。 後，

器の たを開けて 出用 イバーを し， 発成分を した。測定には スク マト

グ ー質量分 法（Gas chromatography/mass spectrometry, GC/MS）を用いた。その ，

種の 発成分を検出することができ，また 種によ て ーク 度に が見られることがわ

てきた。 後さらに研究を めることで， の り成分の 価や特 けが可能となり，

者の に合うお を 上で重要な を えうると考えられる。 
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京 3-9-1，電話 0776-27-8610，uchimura@matse.u-fukui.ac.jp 

 

 お は日本 の であり， とで新 種の開発が に行われている。 方で の

量は年々 してきており， 者の に応 た新 種の開発や 種の特 を活 した

などが重要とな ている。お の の 価法としては 的に 能試 が用いられ， ，

り， ， 感などが 的に 価されている。し し，特に りの定量的な 価やそれに基

く 種 との特 けなどは現状では しい。そこで本研究では， 時の 発成分の分 法に

ついて検討し，お の 種により がある どう ，またそれに基 きお の特 けが可能

どう について検 した。 

実 では， 的なうるち に え，もち や り などいくつ の 種を用いた。 後，

器の たを開けて 出用 イバーを し， 発成分を した。測定には スク マト

グ ー質量分 法（Gas chromatography/mass spectrometry, GC/MS）を用いた。その ，

種の 発成分を検出することができ，また 種によ て ーク 度に が見られることがわ

てきた。 後さらに研究を めることで， の り成分の 価や特 けが可能となり，

者の に合うお を 上で重要な を えうると考えられる。 
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【講演番号】P3141【講演日時】9 月 13 日（ ）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】 たばこ たばこの に まれる ア ン の分  
   
【概要】2020 年 4 月 ら改正 法が 行され， が の 動 が 化される 方，

たばこは の とな た。本研究では， たばこと たばこの いを の成

分の により ら にすることを試 た。 際基 等に 応した 置と 法により，た

ばこの を した。 たばこについて 有成分を分 した ， 際が 研究機関で

発が 性があると 定されている， o
オルト

-トルイ ンが検出された。 たばこは，有 性が

いと考える方も多いが， たばこと に発が 性物質が に まれていることが示され

た。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 保 医療 院  

○  ・  ・   

光 2-3-6，電話 048-458-6111，inaba.y.aa@niph.go.jp 

 

 2020 年 4 月 ら改正 法が 行され， が の 動 が 化される。 が の

による 者 は 12～13 ， 動 による 者 は 1 5 と 計されており，また

2020 年に開 される東京オリン ック・パ リン ックに向けて，これまでの開 と を

るためにも 動 は であ た。し し，この 法では たばこ が

置とな ており， たばこを 用しながらも が可能とな た。では，この たば

こは，どのようなたばこ であ て， の たばこと うの これについて本研究では

たばこ の を し，発が 性物質の 4-ア ニルを ア ン を分

して することを 的とした。 

 たばこの は 1988 年に開 されたが，あまり していな た。し し，2014 年

に された IQOS ， たばこは に し，現在では日本 者の 20 %を える

までにな た。2019 年 7 月時 で， たばこには 7 が確認されている。 たばこは，

IQOS や glo のように されたたばこ を 240～350 ℃で して ア ルを する

と，Ploom TECH のように電子たばこと 原 でプ レングリ ール ら ア ルを発

生さ ，たばこ を さ ることで する が 在している。本研究では， たばこ

3 と たばこ との を行 た。 の には， 際基 に 応した 置を

用して，WHO が する 法で を した。 られた を前処 し，高速 体ク

マトグ 質量分 計に した。その ， きたばこには， 際が 研究機関 IARC グル

ープ 1（発が 性がある）に 定されている o
オルト

-トルイ ン，2- ルア ン，4-ア

ニルが 有されていた。 方， たばこでは，o-トルイ ンは定量されたが，2- ルア

ン，4-ア ニルは検出されな た。 たばこは，有 性が いと考える方も多い。

し し， たばこと に発が 性物質は に まれていることが確認された。 
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【講演番号】P3133【講演日時】9 月 13 日（ ）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】 保 したニ の 度 価について 
   
【概要】 ウ やレバニ めなど，中 料 などで われるニ には 特のにおいがあり，

におい成分として， インとアリインという成分が まれている。ニ は 度や保 状況によ

て，においが変化する。 保 であ ても， た水分が細 を つけることで，におい成

分が 出し， の に 在する と 応して，においが発生する。本研究は， インとア

リイン量の変化を 用して 保 したニ の 度 価法を開発した。 保 が可能な期 を

できること ら，より 適なニ の保 方法の 案など， 者に近い 報の が期待さ

れる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 高専 

新  ・ 野  

14-1，電話 0138-59-6462，tseino@hakodate-ct.ac.jp 

 

 の 子 ームや 者の 志向の高まりにより，ニ の が上 向にあり，ニ は

の野 の つとな ている。これまでに講演者らは，高 度な表 プ モン （HP-SPR）

置を用いてニ 出物の抗 が について ，ニ 出物がが 細 を ら る

のあることを世 で めて示した。また，ニ の試料を 用の で保 した際には，

期 が くなることで， インとアリイン量が することも ら にしている。 イ

ンとアリインという成分はニ の 細 中に まれる いの前 体物質で， などで切 た

際に の な場 にあるアリイ ー という とそれらが 応することで い成分に変化

し，あの 特の いが生 る カニ ムにな ている。 した場合では，細 中の水分が と

なり，その が大きくなることで細 に が開き，その ら インとアリインが 出す

ると考えられる。つまり， 期 が くなることで“ 度”にも があると える。 

近， し切れないニ を で保 する方法が料 レシ 検 サイトで され， 150

もの 報がインター ット上に されている。また，“ニ は できる野 で 1 月 保

可能”であることも されている。し しながら，“におい”や“ 度”という で本当に

しく ることはできるの という が生 た。 

そこで，ニ の 細 中に まれる インとアリイン量の変化 ら， 的に 度を 価

できない と考え， 々な 保 方法での検 を行 た。また，ニオイセンサーや での 能

価， 物野 の 度を 価できる 度アシストによる 価などと することで， される

保 可能期 が 方法で する どう を検 した。その ， インとアリイン量の

変化を見ることで 度 価できることがわ り， 保 可能期 を することができた。 

本 価方法は， の野 の 度 価にも応用でき， 後は， に向けた 適な保

方法の 案や専用の 料の開発など の 開が期待される。 

─14─
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【講演番号】P3133【講演日時】9 月 13 日（ ）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】 保 したニ の 度 価について 
   
【概要】 ウ やレバニ めなど，中 料 などで われるニ には 特のにおいがあり，

におい成分として， インとアリインという成分が まれている。ニ は 度や保 状況によ

て，においが変化する。 保 であ ても， た水分が細 を つけることで，におい成

分が 出し， の に 在する と 応して，においが発生する。本研究は， インとア

リイン量の変化を 用して 保 したニ の 度 価法を開発した。 保 が可能な期 を

できること ら，より 適なニ の保 方法の 案など， 者に近い 報の が期待さ

れる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 高専 

新  ・ 野  

14-1，電話 0138-59-6462，tseino@hakodate-ct.ac.jp 

 

 の 子 ームや 者の 志向の高まりにより，ニ の が上 向にあり，ニ は

の野 の つとな ている。これまでに講演者らは，高 度な表 プ モン （HP-SPR）

置を用いてニ 出物の抗 が について ，ニ 出物がが 細 を ら る

のあることを世 で めて示した。また，ニ の試料を 用の で保 した際には，

期 が くなることで， インとアリイン量が することも ら にしている。 イ

ンとアリインという成分はニ の 細 中に まれる いの前 体物質で， などで切 た

際に の な場 にあるアリイ ー という とそれらが 応することで い成分に変化

し，あの 特の いが生 る カニ ムにな ている。 した場合では，細 中の水分が と

なり，その が大きくなることで細 に が開き，その ら インとアリインが 出す

ると考えられる。つまり， 期 が くなることで“ 度”にも があると える。 

近， し切れないニ を で保 する方法が料 レシ 検 サイトで され， 150

もの 報がインター ット上に されている。また，“ニ は できる野 で 1 月 保

可能”であることも されている。し しながら，“におい”や“ 度”という で本当に

しく ることはできるの という が生 た。 

そこで，ニ の 細 中に まれる インとアリイン量の変化 ら， 的に 度を 価

できない と考え， 々な 保 方法での検 を行 た。また，ニオイセンサーや での 能

価， 物野 の 度を 価できる 度アシストによる 価などと することで， される

保 可能期 が 方法で する どう を検 した。その ， インとアリイン量の

変化を見ることで 度 価できることがわ り， 保 可能期 を することができた。 

本 価方法は， の野 の 度 価にも応用でき， 後は， に向けた 適な保

方法の 案や専用の 料の開発など の 開が期待される。 
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【講演番号】P3140【講演日時】9 月 13 日（ ）13：15 ～ 14：45 

【講演タイトル】 スク マトグ −質量分 計を用いた 中水 の分 法に関する研究 
   
【概要】水 は 的に多 にわた て 用され，クリーン ル ーとしても を て

いる 要 可 な 体である。 方で 原 や 査，生体試料の や 化器疾患の

標としても用いられる水 は，その分 に特 な機器や高価な機器が 要であ た。 中に

体として 定量 まれる オン（Ne）原子を 標として測定することで， 用される 重極

型 GC-MS で 中にわ に まれる水 （H2） 度を簡便に測定できる可能性があること

が ら にな た。 後， サンプルなど幅広い分野での活用が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 岡 研 1・ 大院 2  

田 1・  1・岡  1・  1・ 木 1・合田 1・ 本 光 1・

 2 

岡 博多区東 7-7，電話 092-641-4141，kaken@police.pref.fukuoka.jp 

 

 水 は， 的に ， 化 ， ，アンモニア など多 にわた て 用され，

化 料に変わるクリーン ル ーとして を ている， 々の生活に 可 な無機 ス

である。 化による 料の や 発性の高さなど ら，水 の や 発 がこれ

までに多 発生しており，これらの 原 や 査としても水 の分 は極めて重要である。

さらに，水 の分 は，生体試料の や 化器疾患の 標などとしても 用されている。この

ように多くの 要をもつ水 の分 においては，特 な検出器を した スク マトグ や

高価な質量分 置が 用されるが，これらの 置は用途が 定的であり，高 ストなため，機

器導入には ー ルが高い。 

 講演者らは 前の研究において， 用性が高く，導入しやすい 重極型 GC–MS を用いた

中 リウムの高感度検出・定量法を確 した。定量の際には，大 中に 定量 在する オン

体（21Ne）を 標 に設定し， イオン検出（SIM）モー で計測した。本研究では，この

報を応用し， 中の水 について， の オン 体（22Ne）を 標 に設定した検出・定

量分 法を検討した。その ，水 につ

いても 重極型 GC-MS により簡便で高

感度に検出可能であり，22Ne を 標

として設定することで，定量が な

中水 について，より簡便で正確な定

量を行える可能性のあることがわ

た。この方法は， 中水 にも応用可能

であり， 後の幅広い分野での活用が期

待される。 

m/z 2  

m/z 22  
(× 5)  

22Ne 

H2 

強
度

 (
×1

04 ) 
 

3.3 分  

3.1 分  

保持時間（分） 

4 3 2 1 

図１ 水素標準ガス（100 ppm，空気希釈） 
   の GC–SIM-MSクロマトグラム 
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【講演番号】C3009【講演日時】9 月 13 日（ ）11：15 ～ 11：30 

【講演タイトル】ICP 質量分 計を用いた 細 中の 分 と細 性 価 の応用 
   
【概要】細 ではが 化に い の代謝が変化することが示 されているが，多細 ら成

る 器や を分 ・ 質化して分 してしまうと，異 を持 た細 が な細 に もれて

しまい，その代謝変化を 測することができない。本研究では，細 で高感度 分 が可

能なシングルセル ICP 質量分 計を用いて， ト 性 性 病由 細 等を細 で

分 した を報告する。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】千葉大学大学院 薬学研究院 1 ・ アジレント・テクノロジー・

インターナショナル 2 

〇田中 佑樹 1・飯田 里紗子 1・久保田 哲央 2・山中 理子 2・杉山 尚樹 2・小椋 康光 1 

中 区 1-8-1，電話 043-226-2944，ogra@chiba-u.jp 

 

 拡 （細 ） という を いたことがあるだ う これは原

博 （ 大 ）が した，細 の中に 期表上の ての が 在するとい

う考えである。計測機器による の検出感度は 的に向上しており，実際に細 ら

を検出することが可能にな ている。講演者らはシングルセル ICP 質量分 計という 置を用

いて，細 らの の検出と 度定量を行うシステムを構築してきた。ICP 質量分 計で

は高 のプ マを用いて試料中の をイオン化するが，細 ら生 るイオンの量は

なく，また，それらのイオンは 時に検出器に 達する。 て，検出器での 号 を

1/10000 という極めて い時 で行い，確実に細 に由 するイオンを区 して検出す

るシステムが 要になる。これまでに講演者らは， ト 性 性 病由 の K652 細 を用

いて，リンや などの を 細 ら検出することに成 している。 

細 のが 化に い の代謝が変化することが示 されているが，多細 ら成る 器や

を分 ・ 質化して分 する 的な手法では，異 を持 た細 の 在が な細 に も

れて見 とされる可能性がある。本研究で開発した 細 分 は，より な病 の診断法と

しての応用が期待できる。 
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【講演番号】E3003【講演日時】9 月 13 日（ ）10：00 ～ 10：15 

【講演タイトル】 X 線 法による 質 子の動的構 法の開発 
   
【概要】が や 変性疾患などの 性の疾病に する 本 療薬として期待されている核

酸医薬 は，生体適合性が高い 質 子に 入・カプセル化されている。これらは

ら における pH 変化において，核酸の 出， 子 およ 構 の変化等が生 るた

め，動的構 変化を した上で にカプセル化を する 要がある。本研究では， 子

の 程や 程，核酸の 出， ートルオー ーの 構 報などの時 変化

報を 可能とするため，マイク バイスと X 線 を 合わ た バイスを新たに

開発した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大 1・ 大総化 2  

○  正 1・木  2・ 田 1・谷 博 1・ 次 1 

区 13 8 ，電話 011-706-6745，m.maeki@eng.hokudai.ac.jp 

 

 siRNA や mRNA などの核酸医薬 は，が や 変性疾患などの 性の疾病に する 本

療薬として期待されている。2018 年に世 の siRNA 医薬 として Patisiran がア リカ 医薬

， 医薬 に 認された。Patisiran は，siRNA を生体適合性が高い 質 子に 入・

カプセル化した 医薬 であり， リア 子の 成分に pH 応 性カ オン性 質を用いて

いる。pH 応 性カ オン性 質は，酸性 下（ 子 時）では正電 を示し， 電 の核酸

との 電的 用によ て， 子 の核酸の 入 を高めている。 方で，中性 下（

時）では電 が するため， 中でのタンパク質の を することができる。し し，

酸性 ら中性 の処 程で， 子 の 大や核酸の 出， 構 の変化などが生

るため， 質 子の動的構 変化を した上で に 質 子の 成 程を する

要がある。 質 子の物性は，動的光 法，NMR，ク イオ TEM などによ て測定さ

れるが， 中の 質 子の動的構

変化の測定は である。本研究で

は，マイク バイスと X 線 に

よる 質 子の動的構 法の

開発を行 た。本 バイスは，X 線の

置を連 的に変えながら測定する

ことで， 子の 程や 程，核

酸の 出， ートルオー ーの

構 報などの時 変化 報を す

ることができ，次世代の核酸 医薬

開発に有用であると考えられる。 

 

マイクロデバイスを用いた 

脂質ナノ粒子の動的構造解析法 
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【講演番号】C3009【講演日時】9 月 13 日（ ）11：15 ～ 11：30 

【講演タイトル】ICP 質量分 計を用いた 細 中の 分 と細 性 価 の応用 
   
【概要】細 ではが 化に い の代謝が変化することが示 されているが，多細 ら成

る 器や を分 ・ 質化して分 してしまうと，異 を持 た細 が な細 に もれて

しまい，その代謝変化を 測することができない。本研究では，細 で高感度 分 が可

能なシングルセル ICP 質量分 計を用いて， ト 性 性 病由 細 等を細 で

分 した を報告する。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】千葉大学大学院 薬学研究院 1 ・ アジレント・テクノロジー・

インターナショナル 2 

〇田中 佑樹 1・飯田 里紗子 1・久保田 哲央 2・山中 理子 2・杉山 尚樹 2・小椋 康光 1 

中 区 1-8-1，電話 043-226-2944，ogra@chiba-u.jp 

 

 拡 （細 ） という を いたことがあるだ う これは原

博 （ 大 ）が した，細 の中に 期表上の ての が 在するとい

う考えである。計測機器による の検出感度は 的に向上しており，実際に細 ら

を検出することが可能にな ている。講演者らはシングルセル ICP 質量分 計という 置を用

いて，細 らの の検出と 度定量を行うシステムを構築してきた。ICP 質量分 計で

は高 のプ マを用いて試料中の をイオン化するが，細 ら生 るイオンの量は

なく，また，それらのイオンは 時に検出器に 達する。 て，検出器での 号 を

1/10000 という極めて い時 で行い，確実に細 に由 するイオンを区 して検出す

るシステムが 要になる。これまでに講演者らは， ト 性 性 病由 の K652 細 を用

いて，リンや などの を 細 ら検出することに成 している。 

細 のが 化に い の代謝が変化することが示 されているが，多細 ら成る 器や

を分 ・ 質化して分 する 的な手法では，異 を持 た細 の 在が な細 に も

れて見 とされる可能性がある。本研究で開発した 細 分 は，より な病 の診断法と

しての応用が期待できる。 
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【講演番号】Y2053【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】 プ 核酸とタンパク質 の ン ット合成化合物-PNAzyme の研究と核

酸分 の応用 
   
【概要】核酸と プ の 構 が 体とな た 分子は，核酸による分子認識と

用を に 合わ ることが可能な分子基体となる。講演者らは核酸成分として プ

をもつ核酸 分子（核酸ア グ）である PNA を， プ 成分には 機能を有する を

用いて PNA–機能性 プ 分子を合成し，これを PNAzyme と けた。 プ 成分として

ルオ シ ー 活性をもつ プ を用いることにより，標的核酸を認識して電 化 的にこれ

を検出するためのプ ー とすることができた。また， く プ 成分として クレアー

活性をもつ プ を用いることで，特定の 本 DNA に する クレアー を ること

に成 した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院   

○  ・中野 ，   

岡 岡 区 岡 744，電話 092 802 2890，nakano@cstf.kyushu-u.ac.jp 

 

分子機 とよばれる リ ーム は，DNA の遺伝 報をタンパク質に変 する重要なステッ

プを担 ており，その重要性 ら 2009 年 ーベル化 の とな ている。リ ームの特

は， のタンパク質が mRNA と 合体を 成していることである。このような タンパク質

本 核酸 の構 ・機能モ ー は，遺伝子改変技術 CRISPR/Cas9 にも られ，近年の ム

において の良い ールとな ているのは の 実である。 

 講演者らは，このようなタンパク質 本 核酸のモ ー に して研究を行 ており，特

にこのような 合体を 的に するために，核酸 ニ

ットを プ 核酸とし，タンパク質 ニットと に

とつで ン ット 合成するアプ ー が特 であ

る。 プ 核酸は代表的な 核酸であり，核酸よりも

い 合能がある。そのため， ム DNA（ 重 ）を認

識して 合し（ 重 を 成），分子 の プ ニット

は， その場 応 で機能を発現することが期待できる。

講演者らは，このような 機能を備えた新たな プ 核酸を

Peptide Nucleic Acid Enzyme, PNAzyme と命 した。現在のとこ

，DNA センサーなどの核酸分 を中 に研究しているが， 的

には，核酸医薬 や 薬プ ット ーム，あるいは ム

ールとしても つことを期待している。 

 オ ー PNAzyme  

 ー PNA me
DNA  

PNA  
PNA  

ヌクレアーゼユニ

ット 

ー
DNA 
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【講演番号】E3005【講演日時】9 月 13 日（ ）10：30 ～ 10：45 

【講演タイトル】 ー バック 下での細 サイ のリ ームの 動 測 
   
【概要】生命の を き，生命を する に向 て，いま細 や ムを 的に る研究

が活発にな ている。 リ ーム（ある種の 活性分子が 合して 状の を 成し

たもの）で を 切 て た を ることで 細 が されるが，このような細 は

に との で物質をやりとりしている。講演者らは，この 細 （細 サイ のリ ー

ム）を， を した 々の に つ つ入れた 細 アレイを した。細 の

を変えながら細 を し， 細 を に 時 することができる。 細 の状 変化

を 微 で し，リアルタイムで の を連動さ ， 的の細 を 動的に イ

スループットで行うことに成 した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東大院総合 化 1・東大生研 2・KISTEC3・東大院 4  

○ 博 1・大  2, 3・  2, 4・ 田 1 

東京都 区 場 3-8-1，電話 03-5465-7634，cttoyota@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 

 

20 を える 細 を つの 微 で 時 にわた て 時に 測し，その 測 を基に

インタ クテ に 細 の を できる， 動の計測 置 MANSIONs を開発した。 

細 の生体分子を 上 て る 細 は，生命 の 究や，細 サイ の生命現 の

本原 の に がるものとして，近年世 的な を めている。また 近では， 薬 の応

用など，幅広く研究が発 している。し し， 細 を つ つ しながら するシ

ステムがこれまでな たため，ある のもとで された 細 が時 とともに変化

していく 子を，定量的に することが だ た。 

MANSIONs 開発にあた ては， 細 を し で 微 の 野 にアレイ化する の

分 ップを 出した。これにより，特定の 細 を し けながら を でき，

細 に化 を多 に えながら することが可能にな た。また， 微

・ と を連動さ ，特定の状 の 細 が されたときの 次の に 行

するというインタ クテ な計測を可能にした。MANSIONs を うことで，これまで 日 の

的 が 要であ た 細 の （リ ーム）の変 導実 の 適化を，無 で 日

程度で えることができた。MANSIONs による 動化は，実 のスループットや 由度を向上さ

るだけでなく， 近 されているバイオ実 の 現性の を する上でも有用である。 
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【講演番号】Y2053【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】 プ 核酸とタンパク質 の ン ット合成化合物-PNAzyme の研究と核

酸分 の応用 
   
【概要】核酸と プ の 構 が 体とな た 分子は，核酸による分子認識と

用を に 合わ ることが可能な分子基体となる。講演者らは核酸成分として プ

をもつ核酸 分子（核酸ア グ）である PNA を， プ 成分には 機能を有する を

用いて PNA–機能性 プ 分子を合成し，これを PNAzyme と けた。 プ 成分として

ルオ シ ー 活性をもつ プ を用いることにより，標的核酸を認識して電 化 的にこれ

を検出するためのプ ー とすることができた。また， く プ 成分として クレアー

活性をもつ プ を用いることで，特定の 本 DNA に する クレアー を ること

に成 した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院   

○  ・中野 ，   

岡 岡 区 岡 744，電話 092 802 2890，nakano@cstf.kyushu-u.ac.jp 

 

分子機 とよばれる リ ーム は，DNA の遺伝 報をタンパク質に変 する重要なステッ

プを担 ており，その重要性 ら 2009 年 ーベル化 の とな ている。リ ームの特

は， のタンパク質が mRNA と 合体を 成していることである。このような タンパク質

本 核酸 の構 ・機能モ ー は，遺伝子改変技術 CRISPR/Cas9 にも られ，近年の ム

において の良い ールとな ているのは の 実である。 

 講演者らは，このようなタンパク質 本 核酸のモ ー に して研究を行 ており，特

にこのような 合体を 的に するために，核酸 ニ

ットを プ 核酸とし，タンパク質 ニットと に

とつで ン ット 合成するアプ ー が特 であ

る。 プ 核酸は代表的な 核酸であり，核酸よりも

い 合能がある。そのため， ム DNA（ 重 ）を認

識して 合し（ 重 を 成），分子 の プ ニット

は， その場 応 で機能を発現することが期待できる。

講演者らは，このような 機能を備えた新たな プ 核酸を

Peptide Nucleic Acid Enzyme, PNAzyme と命 した。現在のとこ

，DNA センサーなどの核酸分 を中 に研究しているが， 的

には，核酸医薬 や 薬プ ット ーム，あるいは ム

ールとしても つことを期待している。 

 オ ー PNAzyme  

 ー PNA me
DNA  

PNA  
PNA  

ヌクレアーゼユニ

ット 

ー
DNA 
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【講演番号】H3008【講演日時】9 月 13 日（ ）11：00 ～ 11：15 

【講演タイトル】持 的な細 の蛍光染 を可能とする 応 性基質の開発 
   
【概要】特定の細 の表 を認識して，すなわち細 をその 性に して蛍光 により ベ

ル化することに成 した。が 細 は表 に 示されているタンパク質の種 や量に特 がある

ので，これを標的にすると特定の ら た細 の を細 とに特異的に をつけることがで

きるようになる。ここでは，抗体を用いて 表 に 示されている特定の タンパク質を認識す

る。この抗体には が連 されており，その 応を り すことにより蛍光分子を 的

に 水化する。 水化した蛍光分子は細 を し細 に り まれるため， ら た細

だけを に高感度に検出することが可能にな た。 合わ を変えることによ て多 な抗

体 合体を合成することが可能であり，また， の 合体を 時に用いることで の

タンパク質を標的とすることができる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院 1・ 大院システム生命 2  

○  2・ 田 良 2・  広 1・  1・片  佳 1 

岡 区 岡 744 番 ，電話 090-802-2850，ykatatcm@mail.cstm.kyushu-u.ac.jp 

 

 が にはそれ れ特 があり，その特 により有 な が が異なる。 てが 細 の特

を ることは，医師と患者が 療方 を める際に である。この際，が 細 の タンパ

ク質の種 や量によ て，が の種 や 行度を 測することができる。講演者らが考案した新

手法は，患者 ら した細 に蛍光試薬を することで，が のタイプを るものであ

る。簡便 つ 量のサンプルで検査が可能であるため，患者 の 担が なく，適切な 療をよ

り多くの患者に して できると考えられる。 

本手法では， を した抗体と蛍光試薬を用

いる。抗体は特定の タンパク質に 合し， さ

れた が蛍光試薬に 用し，水 性 ら細 に

合するように変化さ る。これにより，検出 の

タンパク質をもつ細 の を染 できる。また，

細 表 だけではなく細 まで蛍光物質が導入

されるので，より高感度に検出が可能である。 

これまで講演者らが開発した試薬では染 後の

が生 ，染 細 と 染 細 を に区 でき

ないことが であ た。これは，診断の 性に大きく を える要 である。そのため新

たな蛍光試薬として， ，より細 の 合 を高めた構 を考案している。この り に

よ て の 性がより向上すれば， 種の タンパク質の 時検出やが ンパニオン

診断など，幅広に本法を応用できると考えている。 
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【講演番号】H3008【講演日時】9 月 13 日（ ）11：00 ～ 11：15 

【講演タイトル】持 的な細 の蛍光染 を可能とする 応 性基質の開発 
   
【概要】特定の細 の表 を認識して，すなわち細 をその 性に して蛍光 により ベ

ル化することに成 した。が 細 は表 に 示されているタンパク質の種 や量に特 がある

ので，これを標的にすると特定の ら た細 の を細 とに特異的に をつけることがで

きるようになる。ここでは，抗体を用いて 表 に 示されている特定の タンパク質を認識す

る。この抗体には が連 されており，その 応を り すことにより蛍光分子を 的

に 水化する。 水化した蛍光分子は細 を し細 に り まれるため， ら た細

だけを に高感度に検出することが可能にな た。 合わ を変えることによ て多 な抗

体 合体を合成することが可能であり，また， の 合体を 時に用いることで の

タンパク質を標的とすることができる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院 1・ 大院システム生命 2  

○  2・ 田 良 2・  広 1・  1・片  佳 1 

岡 区 岡 744 番 ，電話 090-802-2850，ykatatcm@mail.cstm.kyushu-u.ac.jp 

 

 が にはそれ れ特 があり，その特 により有 な が が異なる。 てが 細 の特

を ることは，医師と患者が 療方 を める際に である。この際，が 細 の タンパ

ク質の種 や量によ て，が の種 や 行度を 測することができる。講演者らが考案した新

手法は，患者 ら した細 に蛍光試薬を することで，が のタイプを るものであ

る。簡便 つ 量のサンプルで検査が可能であるため，患者 の 担が なく，適切な 療をよ

り多くの患者に して できると考えられる。 

本手法では， を した抗体と蛍光試薬を用

いる。抗体は特定の タンパク質に 合し， さ

れた が蛍光試薬に 用し，水 性 ら細 に

合するように変化さ る。これにより，検出 の

タンパク質をもつ細 の を染 できる。また，

細 表 だけではなく細 まで蛍光物質が導入

されるので，より高感度に検出が可能である。 

これまで講演者らが開発した試薬では染 後の

が生 ，染 細 と 染 細 を に区 でき

ないことが であ た。これは，診断の 性に大きく を える要 である。そのため新

たな蛍光試薬として， ，より細 の 合 を高めた構 を考案している。この り に

よ て の 性がより向上すれば， 種の タンパク質の 時検出やが ンパニオン

診断など，幅広に本法を応用できると考えている。 
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簡便な疾患・バイオマーカー検出法 

【講演番号】D1110【講演日時】9 月 11 日（水）16：15 ～ 16：30 

【講演タイトル】高感度バイオマーカー簡便検出系の開発 
   
【概要】医療現場では，疾患の兆候等を示す“疾患・バイオマーカー（たとえば，細菌やウイル

スの遺伝子や疾患に関わる変異）”をより安価，迅速，簡便に計測する技術開発が求められてきた。

本研究において，極微量の試料を検出試薬と混ぜ，37 ℃で 30 分程度放置するだけで，疾患・バ

イオマーカーがあれば蛍光を発するという新しい検出系が開発された。この蛍光の有無により疾

患の状況が把握でき，疾病の重篤化を防ぎ，手術前後の病状を正確にモニタリングすることが可

能になると期待されている。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】日大院総合基 1 ・ 東医大 2 

○桑原 正靖 1・藤田 博仁 1・片岡 由佳 1・柏木 保代 2・河島 尚志 2 

東京都世田谷区桜上水 3-25-40，電話 03-5317-9398，mkuwa@chs.nihon-u.ac.jp 

 

近年，疾患の兆候等を示す物質，即ち，疾患・バイオマーカーが次々に見出されている。それ

らをタイムリーに検査することで，適切な処置を行うことができるようになり，疾病の重篤化や

感染拡大を防いだり，術前・術後の病状を正確にモニタリングしたりすることが可能になると期

待されている。そのため，疾患・バイオマーカーをより安価に迅速に簡便に計測する技術の開発

が求められている。現在，臨床応用に向けた動きが活発化しつつあるが，検査センターや大病院

等の大型機器や設備，専門技師の技能等を要する。 

講演者らは，測定サンプルと検出試薬を混ぜて 37 ℃下で暫く放置しておくだけで，疾患・バ

イオマーカー等の標的があれば蛍光を発するという SATIC（Signal Amplification by Ternary 

Initiation Complexes）法を考案した。この方法は，細菌やウイルスの遺伝子の検出や疾患に関わる

変異の検出が可能である（下図）。さらに，この検出系に核酸アプタマーという抗体のような標的

認識分子を導入することで，タンパク質や代謝物など核酸分子でないバイオマーカーも検出する

ことができる。このため，術中迅速診断や在宅

検査など診断医療分野において幅広い用途が

期待される。 

これまでに種々の簡易バイオマーカー検出

法が考案され報告されてきたが，実際に，検出

系の堅牢性や特異性等を維持しつつ，実用レベ

ルの検出感度を達成するものは多くない。講演

者らは，SATIC 法の改良を検討し，極微量サン

プル（アットモルレベル）を特異的に検出する

システムの構築を達成した。 
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【講演番号】E3001【講演日時】9 月 13 日（ ）09：15 ～ 09：30 

【講演タイトル】 分子レベルの 微量タンパク分 のための拡 体 ELISA バイスの

開発 
   
【概要】 見 質に見える細 であ ても， つ つの細 を ればその性質はバ バ で

あることが近年の研究で ら とな ている。わ な量の試料に まれる C 応性タンパク質

に して特異的に 応する 置を，マイク ップ上の さ 1/10,000 mm の 上に 成した。

タンパク質分子 10 あれば検出することができる本手法を 後発 さ ることにより，た た

の細 さえあれば， まれる 微量のタンパク質を分 できるようになることも期待できる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東大院 1  

○ 田 1・  1・  1・  1 

東京都 京区本 7-3-1，電話 03-5841-7232，ohta@icl.t.u-tokyo.ac.jp 

  

 質に見える細 であ ても， つ つの細 の性質が であることが近年の研究で

ら となり， 細 分 が を めるようにな てきている。細 に まれるタンパ

ク質は極めて微量であり，中には 1 細 あたり 1～10 分子し 在しないようなタンパク質もあ

る。このため， 分子レベルの微量なタンパク質を定量できる分 法が求められている。し

し，蛍光タンパクなどの特 な性質を持つタンパク質を き， と どのタンパク質では 分

子レベルの定量は 実現である。 

方，マイク 体 バイス の分野では，1 のマイク ップに微 な を構築し，

それを 々な分 法の 応 器として用いることで試料の微量化・高感度化を実現してきた。特

に，当グループでは図に示すように，100 nm ス ールの （ ）を構築し， 性の高

いタンパク質分 法である 測定法（ELISA）の 応 器とする バイスを開発した。本

発表では， 的タンパク質分子を ス 検出できるよう検 した。その ，わ 101 分子

の C 応性タンパク（体 で 応や の が きているときに 中に現れるタンパク質）

の定量分 に成 した。本手法は 細 タンパク分 において有用な分 法になることが期待

される。 

 

 

 

 

 

 

 

図： の 測定法（ELISA）の 化 
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な な  

【講演番号】E3001【講演日時】9 月 13 日（ ）09：15 ～ 09：30 

【講演タイトル】 分子レベルの 微量タンパク分 のための拡 体 ELISA バイスの

開発 
   
【概要】 見 質に見える細 であ ても， つ つの細 を ればその性質はバ バ で

あることが近年の研究で ら とな ている。わ な量の試料に まれる C 応性タンパク質

に して特異的に 応する 置を，マイク ップ上の さ 1/10,000 mm の 上に 成した。

タンパク質分子 10 あれば検出することができる本手法を 後発 さ ることにより，た た

の細 さえあれば， まれる 微量のタンパク質を分 できるようになることも期待できる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東大院 1  

○ 田 1・  1・  1・  1 

東京都 京区本 7-3-1，電話 03-5841-7232，ohta@icl.t.u-tokyo.ac.jp 

  

 質に見える細 であ ても， つ つの細 の性質が であることが近年の研究で

ら となり， 細 分 が を めるようにな てきている。細 に まれるタンパ

ク質は極めて微量であり，中には 1 細 あたり 1～10 分子し 在しないようなタンパク質もあ

る。このため， 分子レベルの微量なタンパク質を定量できる分 法が求められている。し

し，蛍光タンパクなどの特 な性質を持つタンパク質を き， と どのタンパク質では 分

子レベルの定量は 実現である。 

方，マイク 体 バイス の分野では，1 のマイク ップに微 な を構築し，

それを 々な分 法の 応 器として用いることで試料の微量化・高感度化を実現してきた。特

に，当グループでは図に示すように，100 nm ス ールの （ ）を構築し， 性の高

いタンパク質分 法である 測定法（ELISA）の 応 器とする バイスを開発した。本

発表では， 的タンパク質分子を ス 検出できるよう検 した。その ，わ 101 分子

の C 応性タンパク（体 で 応や の が きているときに 中に現れるタンパク質）

の定量分 に成 した。本手法は 細 タンパク分 において有用な分 法になることが期待

される。 

 

 

 

 

 

 

 

図： の 測定法（ELISA）の 化 
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簡 な検出法  

【講演番号】D3107【講演日時】9 月 13 日（ ）15：30 ～ 15：45 

【講演タイトル】化 拡 型 化分子 的手法によるイン ル ン ウイルスの電 化 的 

検出 
   
【概要】イン ル ン ウイルスなどの 種病原体の簡易な検出・定量法を， 化分子 の手

法により改良した。 種の多 な プ 分子の 合体 ら，標的ウイルスに 合する プ

分子を した。 された プ 分子に EDOT を 合さ た EDOT プ は，

電 を すると重合して電極表 に する。 方，ウイルス 在下では プ 分子がウイ

ルス 合するため，重合による電極表 の が された。この変化を電 測定によ て

検出することで，ウイルス 在量を測定できた。本法は の病原体 の応用も期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 研 CEMS1・ 研 CPR2 

○多田 1・  子 1・  1,2・ 藤 1,2 

光 広 2-1，電話 048-467-9302，s-tada@riken.jp 

 

 イン ル ン ウイルス等をは めとする 種病原体の簡易検出法としては，現在では ク

マト法がすでに実用化されているが，検出感度の向上や標的物質の定量化など，さらなる改良

が求められている。講演者らはイン ル ン ウイルスの簡易的な定量検出法の構築を 的とし

て， 化分子 の手法を 用したウイルス検出分子を開発し，電 化 応を 用したウイル

ス量測定手法を構築した。 化分子 は 2018 年の ーベル化 に いた研究手法であり，

種 それ 上の多 な種 の プ 分子の 合体 ら，標的物質に 合する分子を し，

られた プ の を特定する手法である（図 ）。 はこの手法を用いて，標的ウイルス

に 的に 合する プ を た。この時， プ 合体の 分子には電 を する

と いに重合する化合物 3,4-ethylenedioxythiophene (EDOT)を 合さ たものを 用した。 られ

た EDOT プ は電 を すると重合が こり電極表 に したが，ウイルス 在下

ではウイルス の 合によ て重合による電極表 の 量が された（図 2）。この変化を

電 測定によ て検出することで，ウイルス 在量を 12.5 – 100 µ g/mL の で測定出 るこ

とが示された。 上より，本手法による標的ウイルスの電 化 的な定量検出が可能なことが示

された。本手法は 化分子 による プ

法を 用しているため， の標的物質

の応用も期待される。 
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な オー 法 

【講演番号】Y2014【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】プ テオ クスのための プ ット ーム開発 
   
【概要】が が患者 に異なる 性を持つのは， の ム 報の多 性の なら ， ・

によ て発現したタンパク質が患者 に異なるためとされている。が の 医療を実現す

るために， ム 報とタンパク質 報を 合わ て する プ テオ クス が

されている。 のプ テオーム では， の ータベースの を用いてタンパク質の 定

が行われてきた。本研究では，が 細 の多 な遺伝子変異 報を したタンパク質 ータベ

ースを 合わ るプ テオ ム の手法について検討した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】京都大薬 1・京都大院薬 2・新 大院医 3  

○上  1・  2・  1,2・ 田 3・  1,2 

京都 京区 田下 達 46-29，電話 075-753-4565，yishiham@pharm.kyoto-u.ac.jp 

 

 の ム 報に基 くが の 化診断， 化 療がは まりつつあるが， ムの

・ 物であるプ テオーム（タンパク質の総体）は，が の“ 性”をより 細に で

きる 子であり， ム 報に基 くプ テオ クス（プ テオ クス）は，次世代の

が 診断・ 療法として されている。現在用いられているプ テオーム の ーク ー

では， の ータベースに登 されたタンパク質 を用いてタンパク質 定を行うため，

ム におけるバリ ーシ ンを さ たプ テオ ム を行うためには，新たな

方法 の開発が 要となる。本研究では，プ テオ ム ーク ーの を ら に

するとともに，タンパク質 定における 度や 性の向上を 的として手法の検討を行 た。 

測定試料として ト 基 上 由 の 6 種の細 を用いた。プ テオ ム に用

いる検 ータベースとして， のタンパク質 ータベースおよ が における遺伝子変異

報を したタンパク質 ータベースを用いた。2 つの ータベースを連 的に用いる Mass 

Spectrum Sequential Subtraction 法を用いた ，ア 酸変異を 235 種の プ が 定され

た。次に のス アリング法を用いて，変異

プ の 定 度の検 を行 た。 計的に

性の高い プ 98 種に し， の

細 で 定されていること等の を

たす プ に り ，合成 プ を

して， の検 実 を行 た。本発表では

これらの をもとに 適化したプ テオ

ム のための ーク ーについて報告

する。 
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な オー 法 

【講演番号】Y2014【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】プ テオ クスのための プ ット ーム開発 
   
【概要】が が患者 に異なる 性を持つのは， の ム 報の多 性の なら ， ・

によ て発現したタンパク質が患者 に異なるためとされている。が の 医療を実現す

るために， ム 報とタンパク質 報を 合わ て する プ テオ クス が

されている。 のプ テオーム では， の ータベースの を用いてタンパク質の 定

が行われてきた。本研究では，が 細 の多 な遺伝子変異 報を したタンパク質 ータベ

ースを 合わ るプ テオ ム の手法について検討した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】京都大薬 1・京都大院薬 2・新 大院医 3  

○上  1・  2・  1,2・ 田 3・  1,2 

京都 京区 田下 達 46-29，電話 075-753-4565，yishiham@pharm.kyoto-u.ac.jp 

 

 の ム 報に基 くが の 化診断， 化 療がは まりつつあるが， ムの

・ 物であるプ テオーム（タンパク質の総体）は，が の“ 性”をより 細に で

きる 子であり， ム 報に基 くプ テオ クス（プ テオ クス）は，次世代の

が 診断・ 療法として されている。現在用いられているプ テオーム の ーク ー

では， の ータベースに登 されたタンパク質 を用いてタンパク質 定を行うため，

ム におけるバリ ーシ ンを さ たプ テオ ム を行うためには，新たな

方法 の開発が 要となる。本研究では，プ テオ ム ーク ーの を ら に

するとともに，タンパク質 定における 度や 性の向上を 的として手法の検討を行 た。 

測定試料として ト 基 上 由 の 6 種の細 を用いた。プ テオ ム に用

いる検 ータベースとして， のタンパク質 ータベースおよ が における遺伝子変異

報を したタンパク質 ータベースを用いた。2 つの ータベースを連 的に用いる Mass 

Spectrum Sequential Subtraction 法を用いた ，ア 酸変異を 235 種の プ が 定され

た。次に のス アリング法を用いて，変異

プ の 定 度の検 を行 た。 計的に

性の高い プ 98 種に し， の

細 で 定されていること等の を

たす プ に り ，合成 プ を

して， の検 実 を行 た。本発表では

これらの をもとに 適化したプ テオ

ム のための ーク ーについて報告

する。 
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な  

【講演番号】D3105【講演日時】9 月 13 日（ ）15：00 ～ 15：15 

【講演タイトル】 成分 ら ンタルストレス変化を診る 
   
【概要】 トの に まれるア ー や ル ールなどは，ストレス と関 するスト

レス応 物質である。 は に て，簡易 つ 的に できること ら， 中の

成分を用いてストレスを 価する研究が活発に行われている。本研究では， 者が， 期

にわた て 々な種 の 動を実 した際に， 中のストレス応 物質の 度がどのように

変化する を 価した。 技が 的なストレスを高めるなど， 中のストレス応 物質

の変化を うことで， 動 における 的なストレスを 価可能であることが示された。 
 
【発表者】                               高 大 合 1・高 大 2・東 電化 3 

○ 生 1・大野 2・  3・前田 3・  志 3 

高 5-1，電話 088-844-8411，kgamoh@kochi-u.ac.jp 

 

 や などの感 者のストレスは高く 的 的 状 等に りやすいため，

ストレスを 的に 価することができればその に向けた も考えられる。 動 や

動 の変化による は，ストレスとして 々な を すことが られているが， 動前

後の 的変化と 中のストレス応 物質の関連 ら， 動 によるそれらの物質の変化は，

動 度に するだけではなく， 動前後の 状 にも されることが示 されている。 

本研究では， 動者（ 者）の置 れた や 動の種 によるストレスの いに し，

試料を用いて，ア ー や ル ール等のストレス応 物質の 度変化とストレス

（ ンタルストレス）の関 性を 究することを 的とした。ストレスマーカーをモニターし

ている研究は 多くあるが， 者が 動種 の いや特 な 動 下で 期 にわた

て計測を けるという はこれまでな た。ここでは， 者における ンタルストレ

スと 状 の変化を 成分 ら ・ し， ンタルストレスが 中のストレス応 物

質の変化とな て されることを， 動種 や

動 の い等， 状 との関 において

究した。 技が ンタルストレスを高める等，

本研究でのア ー 測定の は， 動者の置

れた や 動種によ て ンタルストレス

に いがあることを示しており， の 状

の変化をもたらす 動の場でア ー 変化を

することで，ア ー が ンタルストレス

変化を することが ら とな た。 
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ー 簡便  

【講演番号】P3051【講演日時】9 月 13 日（ ）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】 ン 法による 微 電 化 センサーの 成と 酸検出 の応用 
   
【概要】 に 水性物質で微細な のパターンを 成すると， 状に た の 分に導入

した水 は 細 現 により を 発的に 動する。これは 微 や マイク

体 バイスなどと ばれ， ンプが 要，安価で い てが可能，試料や 応試薬の 量

化が可能，など 々な を有し，医療現場における簡易検査技術 の応用が期待されている。

本研究では， ール ンを用いる 微 の簡便迅速な 成法を考案し，本手法により

した 微 を 酸の定量に応用した。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】日薬大 

 ・  ・ 上 時 ・  ・大  ・  靖 

10281，電話 048-721-1155，araik@nichiyaku.ac.jp 

 

 医療の現場では，医療 者あるいは患者 がその場で迅速に検査を行 て即時に を

りたい場合が多い。そのため，現場で簡便に検査を行うための技術（Point of care testing, POCT）

に するニー はますます高ま ており，そのための分 バイスの開発も である。 

 とこ で， に 水性物質で微細な のパターンを 成すると， 状に た の 分に

導入した水 は 細 現 により を 発的に 動する。これは 微 や マイ

ク 体 バイスなどと ばれ， ンプが 要，安価で い てが可能，試料や 応試薬が

量で ，など 々な をもつ。 の構成をうまく設計してやれば，試料の前処 ，試薬

との 応，検出などの な分 を 1 の の上で実現できるインテリ ントな分 バ

イスとしての 開が可能であり，POCT のための新 バイスとして期待が られている。 

 微 の 成法として，これまでにインク ットプリンター， ックスプリンターな

どを用いるプリント法や光リ グ ーなどが 案されているが，い れも高価で特 な

成 置や が 要であ た。 講演者の研究グループは，プ ス ックを ま た実

用 に ール ンで有機 を するという，極めて簡便で安価な 方法を考案した。さ

らに，このように 成した 微 に電極を だ分 バイスを試 し， 酸などの

生体成分を分 できることを実 し

た。講演者らの考案した簡便で安価な

成法は，POCT のための新 分

バイス開発をさらに するものと

期待される。 
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ー 簡便  
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導入した水 は 細 現 により を 発的に 動する。これは 微 や マイ

ク 体 バイスなどと ばれ， ンプが 要，安価で い てが可能，試料や 応試薬が

量で ，など 々な をもつ。 の構成をうまく設計してやれば，試料の前処 ，試薬

との 応，検出などの な分 を 1 の の上で実現できるインテリ ントな分 バ

イスとしての 開が可能であり，POCT のための新 バイスとして期待が られている。 

 微 の 成法として，これまでにインク ットプリンター， ックスプリンターな

どを用いるプリント法や光リ グ ーなどが 案されているが，い れも高価で特 な

成 置や が 要であ た。 講演者の研究グループは，プ ス ックを ま た実

用 に ール ンで有機 を するという，極めて簡便で安価な 方法を考案した。さ

らに，このように 成した 微 に電極を だ分 バイスを試 し， 酸などの

生体成分を分 できることを実 し

た。講演者らの考案した簡便で安価な

成法は，POCT のための新 分

バイス開発をさらに するものと

期待される。 
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ー  

【講演番号】F3103【講演日時】9 月 13 日（ ）14：15 ～ 14：30 

【講演タイトル】生体分子を可 化検出する構 発 性 ルを用いた化 センサーの開発 
   
【概要】近年， 期連 測定が可能な化 センサーの開発が まれている。タマムシの の や

な で有 な 構 は， 期的な微細構 にもと く発 現 であり， しない。構

発 性 ル の分子認識 に標的分子の 体を用いれば，標的分子の 度に応 て構

が変化するセンサーを構築できる。そこで， ル に 性 ルモンである スト ンの 体

を だ構 発 性 ルを した。 スト ンで したとこ ， ルが して生

る 子 の変化に応 た構 変化を 標にして， スト ンの定量ができた。 後，セン

サーの生体適合化により， ルモンバ ンスの れが原 である疾病の 療や高 ・ な

どの リー ングにおいても， な ールになることが期待できる。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院 （ ） 

○  ・ 本 ・ 田 ・ 野  

3190，電話 076-445-6866，kanno@eng.u-toyama.ac.jp 

 

化 センサーは， 染物質の測定や 料 の 質 ・医療の現場などで広く 用されて

おり，近年， 用が簡便 つ 期連 測定が可能な化 センサーの開発が まれている。そこで，

の れのない 構 を高分子 ルに ことで， 期連 用可能な生体分子セン

サーが実現可能ではない と考えた。モル ウの やタマムシの の や な で有

な 構 は， 期的な微細構 にもと く特定 の光の による発 現 である。構

発 性 ルは， ・ により 子 の変化に応 て異なる構 を する。高分子 ル

の分子認識 に標的生体分子の 体を用いれば，標的生体分子の 度に応 て構 が変

化するセンサーの構築が可能である。本研究では，実 として， 性 ルモンである スト

ンの 体を用いて，化 センサーの開発に り だ。 スト ンの 体を だ

構 発 性 ルを スト ンで すると， 体を して が 成されて ルが し，

子 が変化する。この 子 変化に応 た構 変化を 標に スト ンが定量可能で

ある。また，構 は する 度に応 て 光の が異なるため，現在， 度 性のな

い構 発 性 ルの にも り でいる。開発中のセンサーの生体適合化が実現できれば，

ルモンバ ンスの れが原 の子 の

正出 や などの 療現場で簡便 つ連

的に検査できるだけでなく，実 動物や高

・ などの リー ングにおける

発 期の化 的 定などにおいても， な

ールになることが期待できる。 

ブリーディング時期の判定

血中ホルモンの連続測定
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患 な  

【講演番号】F2005【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 10：15 

【講演タイトル】グル ースセンサー用近 機能性 の開発 
   
【概要】 病の 療や生活 病の 防， イ ットには， の 日連 モニタリングが

的であり， 担の ないウ ア ルセンサが まれている。本研究では， 下 め 型

のセンシング ルムのための高 度で高感度に検 する を開発した。 による光の

を けにくい光の で検 する を見出して，光を 幅する高分子 を設計したとこ

， 的 成 応に基 くグル ースセンサーとして機能することが見いだされた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院 ( )1  

○  1・ 野 1・ 田 1 

 3190，電話 076-445-6864，tohda@eng.u-toyama.ac.jp 

 

 講演者らは， 下 め 型グル ースセンサーの実用化を し，これまで重合性 能基を

導入した スベン ール型グル ースレセプターとレセプター感 性 能モ

マーを 重合した のレセプター/ 体が となるグル ースセンシング ルムの

開発を行 てきた。このセンシング ルムは，レセプターとグル ース の 的

成 応によ て，グル ース 度に応 てレセプター/ 体が し，グル ース 度に

して ス クトルが変化する。実用化に向けて による大きな光 的 を けないよ

う近 で光を する が ましいため，本研究ではその として ン テ

ン (BODIPY) 系 を用いて，レセプター認識 としてカテ ールを有する新 レセプター感

性 BODIPY を設計・合成し， 的 成 応に基 くグル ースセンサー用近

機能性 としての 価を行 た。 

合成した aza-BODIPY にグル ースレセプターを すると， 成に い 656 nm 

における極大 の 光度が し，616 nm における 光度は するとともに近

の 光度が大きく した。この は，カテ ール を導入した BODIPY 系 がレセ

プター感 性 として

機能することを示す。本講

演では 定化 である

アル ンを導入した

 aza-BODIPY の合

成と 価についても

る。 
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患 な  

【講演番号】F2005【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 10：15 

【講演タイトル】グル ースセンサー用近 機能性 の開発 
   
【概要】 病の 療や生活 病の 防， イ ットには， の 日連 モニタリングが

的であり， 担の ないウ ア ルセンサが まれている。本研究では， 下 め 型

のセンシング ルムのための高 度で高感度に検 する を開発した。 による光の

を けにくい光の で検 する を見出して，光を 幅する高分子 を設計したとこ

， 的 成 応に基 くグル ースセンサーとして機能することが見いだされた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院 ( )1  

○  1・ 野 1・ 田 1 

 3190，電話 076-445-6864，tohda@eng.u-toyama.ac.jp 

 

 講演者らは， 下 め 型グル ースセンサーの実用化を し，これまで重合性 能基を

導入した スベン ール型グル ースレセプターとレセプター感 性 能モ

マーを 重合した のレセプター/ 体が となるグル ースセンシング ルムの

開発を行 てきた。このセンシング ルムは，レセプターとグル ース の 的

成 応によ て，グル ース 度に応 てレセプター/ 体が し，グル ース 度に

して ス クトルが変化する。実用化に向けて による大きな光 的 を けないよ

う近 で光を する が ましいため，本研究ではその として ン テ

ン (BODIPY) 系 を用いて，レセプター認識 としてカテ ールを有する新 レセプター感

性 BODIPY を設計・合成し， 的 成 応に基 くグル ースセンサー用近

機能性 としての 価を行 た。 

合成した aza-BODIPY にグル ースレセプターを すると， 成に い 656 nm 

における極大 の 光度が し，616 nm における 光度は するとともに近

の 光度が大きく した。この は，カテ ール を導入した BODIPY 系 がレセ

プター感 性 として

機能することを示す。本講

演では 定化 である

アル ンを導入した

 aza-BODIPY の合

成と 価についても

る。 
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MALDI-MS 法  

【講演番号】L1001【講演日時】9 月 11 日（水）10：15 ～ 10：30 

【講演タイトル】光 異性体を認識し 的にイオン化さ る MALDI 法の開発 
   
【概要】化 物質の中には， でいうとこ の 手 と 手 の関 に 当する構 の物

質 光 異性体 がある。物質によ てい れ は薬，または 物にもなりうるため， 者の区

が重要である。講演者らは，高分子化合物の分 法として の方法であるマトリックス

レー ー イオン化質量分 法（MALDI-MS）において， 手・ 手の関 にある物質を区

する方法を めて開発した。この方法により光 異性体を区 した分 方法が 的に発 し，

医薬 開発の分野に レークスルーをもたらすことが確 される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東 大 1 

○  1・藤野 1 

2100，電話 049-239-1387，fujino048@toyo.jp 

 

 光 異性体は 分子 を持ち， いの構 が になる物質である。これらは 化 的性

質をもつものと われてきたが，有 な サリ マイ など ら光 異性体が生体に し

て異なる性質をもつことが されるようにな てきた。 えばア 酸の光 異性体には L 体

と D 体の 種 が 在するが， の体が 用できるのは L 体の である。このため光 異性体

を合成し，分 し，検出する技術が極めて重要となる。 

マトリクス レー ー イオン化（MALDI）質量分 法は トイオン化法の 種であり，

分子をイオン化の 程で さ ，その分子量で検出することができる技術である。MALDI 法では

前処 なしのサンプルをマトリクス分子と混合し，混合 を 成する。 分 で測定すること

が可能であり，その簡便な により でも測定が可能である。し し MALDI 質量分 法では

分子量（質量）を用いて分 を実現するため，光 異性体の分 は当 可能である。そこで講

演者らは，光 異性体を認識し分 して， 方の をイオン化さ るマトリクスの開発を試 た。 

本研究では 度応 性高分子の 種である リ ニル ル ーテル（PVME）を 用した。

度応 性高分子は， 状 では水と水 合を て ける。 方，高 状 ではその分子

動が しくなり，高分子 が してグ ー ルを 成する。ここでは 状 で PVME

と 型分子（ア 酸），さらに 有機酸を混合し する。 水性の いア 酸は PVME グ

ー ル表 上に 在し， 水性の い有機酸はグ ー ルの中 に 置する。高 状 の

ままで高分子 合体を することにより 型分子が され，グ ー ルの表 に

を す。このように に められる分子の が認識される 型マトリクス が 成する。

えば L 体ア 酸を 用して 成した 型マトリクスは L 体の を検出でき，D 体を認識でき

ない。この特性を 用し，光 異性体を認識し 的に検出する手法の確 に成 した。 
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【講演番号】E3103【講演日時】9 月 13 日（ ）14：15 ～ 14：30 

【講演タイトル】1 分子 化 に向けたアトリットル のマニ レーシ ンと 合 
   
【概要】 体中では大量の分子が ン ム つ高速で動いており，このことが分子 の化

応プ セスの を しくしている。そこで，本研究では分子を 1 つし まない 1000 兆分の 1

リリットル（アトリットル）という 微 を 体 ら り出し， する技術を開発した。

この技術は， 微 の中の分子 つ 1 つを 由 在に することができるので，化 応

プ セスを し， く新しい物質合成法を開発できる可能性がある。 の 識を す の

化 プ セスを実現し，化 ，医療， ル ーなど幅広い分野における が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】大 大 1・JSPS2・JST-さきがけ 3  

○  1・  1,2・  1,2 

大 中区 1-2，電話 072-254-7813, xu@chemeng.osakafu-u.ac.jp 

 

 多くの物質は に さな分子 らできている。その分子 1 つ 1 つがく ついたり れたり

する化 応が こることで， 々な物質が生 出される。特に 体中の化 応は，化 合成

や化 分 に ら ，電 ，水処 ，料 ， 々の体 で こる生命現 に るまで， の り

のありとあら る場 で広く 用されている。分子 1 つ 1 つを 由 在に し，これらの化

応を き こすことは，化 者が く も大きな の 1 つである。なぜなら，1 つ 1 つの分子

を することは，まるで分子を機 のように てるような く新しい物質合成法の開

発や，あるいは，そもそも分子 がどのように化 応をしているの という化 の 本的

な の を可能にすると期待される らである。し し， 体中では大量の分子が ン ム

つ高速で動きながら 在している。よ て， 体中で 1 つ 1 つの分子を 由 在に し化

応を こすことは，現在も極めて 的な

である。 

講演者らは， 体 バイスという

技術によ て， 応 や細 の中 を分 し，

アトリットル（1000 兆分の 1 リリットル）

という に さな体 の になるまで細

くすると，その が 応する分子を 1 分子だけ ことに した。1 分子を だアトリ

ットル を し，さらに をく つければ， 体 で 1 分子の 由 在な と化

応の が可能となる。講演者らは，このような新しい化 1 分子 化 を 案してい

る。1 分子 化 を実現するため，本研究では， （ の の 分の の さの ）

に特 な構 を した。この構 は， を 成しやすくし，また としても くので，

によ てアトリットル の と を可能とした。 の成 は，分子を手で する

ような新しい化 を実現 導くと期待される。 

アトリットル液滴
（1000兆分の1ミリリットル）

操作

液体中で分子1つ1つを
自由自在に操作・反応

分割

反応溶液や細胞反応溶液や細胞
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【講演番号】E3103【講演日時】9 月 13 日（ ）14：15 ～ 14：30 

【講演タイトル】1 分子 化 に向けたアトリットル のマニ レーシ ンと 合 
   
【概要】 体中では大量の分子が ン ム つ高速で動いており，このことが分子 の化

応プ セスの を しくしている。そこで，本研究では分子を 1 つし まない 1000 兆分の 1

リリットル（アトリットル）という 微 を 体 ら り出し， する技術を開発した。

この技術は， 微 の中の分子 つ 1 つを 由 在に することができるので，化 応

プ セスを し， く新しい物質合成法を開発できる可能性がある。 の 識を す の

化 プ セスを実現し，化 ，医療， ル ーなど幅広い分野における が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】大 大 1・JSPS2・JST-さきがけ 3  

○  1・  1,2・  1,2 

大 中区 1-2，電話 072-254-7813, xu@chemeng.osakafu-u.ac.jp 

 

 多くの物質は に さな分子 らできている。その分子 1 つ 1 つがく ついたり れたり

する化 応が こることで， 々な物質が生 出される。特に 体中の化 応は，化 合成

や化 分 に ら ，電 ，水処 ，料 ， 々の体 で こる生命現 に るまで， の り

のありとあら る場 で広く 用されている。分子 1 つ 1 つを 由 在に し，これらの化

応を き こすことは，化 者が く も大きな の 1 つである。なぜなら，1 つ 1 つの分子

を することは，まるで分子を機 のように てるような く新しい物質合成法の開

発や，あるいは，そもそも分子 がどのように化 応をしているの という化 の 本的

な の を可能にすると期待される らである。し し， 体中では大量の分子が ン ム

つ高速で動きながら 在している。よ て， 体中で 1 つ 1 つの分子を 由 在に し化

応を こすことは，現在も極めて 的な

である。 

講演者らは， 体 バイスという

技術によ て， 応 や細 の中 を分 し，

アトリットル（1000 兆分の 1 リリットル）

という に さな体 の になるまで細

くすると，その が 応する分子を 1 分子だけ ことに した。1 分子を だアトリ

ットル を し，さらに をく つければ， 体 で 1 分子の 由 在な と化

応の が可能となる。講演者らは，このような新しい化 1 分子 化 を 案してい

る。1 分子 化 を実現するため，本研究では， （ の の 分の の さの ）

に特 な構 を した。この構 は， を 成しやすくし，また としても くので，

によ てアトリットル の と を可能とした。 の成 は，分子を手で する

ような新しい化 を実現 導くと期待される。 

アトリットル液滴
（1000兆分の1ミリリットル）

操作

液体中で分子1つ1つを
自由自在に操作・反応

分割

反応溶液や細胞
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カ  

【講演番号】Y1216【講演日時】9 月 11 日（水）15：45 ～ 17：15 

【講演タイトル】示 査 量測定によるシリカ 細 の オグ ン 動の  
   
【概要】 は特定の化 物質の と 応し， 病患者のための を測定するセンサーや，

シック ウス 候 のための ルムアル センサーなどに 用されているが， 安定である

ために 命が いという がある。本研究では， 期安定化の カニ ムを するため，

と ートルサイ の多 性 料（ ー スシリカ）の細 に を こめて

を安定化さ ，細 の の 状 や構 を測定する方法を開発した。本法は，多 性

料と を 合わ たセンサー開発，さらには 料電 やク マトグ ーなど の適用

が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大 1 

○  1・  ちはる 1・  1 

水 京 2-1-1，電話 029-228-8389，akira.yamaguchi.sci@vc.ibaraki.ac.jp 

 

は特定の化 物質の を 的に 応さ ることができる。この性質を 用して 病患

者に向けたグル ースセンサーや，シック ウス 候 のための ルムアル センサーなど

が実用化されている。し し， が 安定であるために，センサー 命は 的に く，

命 つ高感度なセンサーの開発が められている。  

ー スシリカとよばれる多 性 料は 2～50 nm の細 を有し， に 酸化 イ

を な とする オ イトの細 （ 0.5～2 nm）よりも細 が大きいため，タンパク質や

DNA などとい た 大分子を り ことができる。そこで， サイ と 等の 細 を有

する ー スシリカ（図 1）を用いれば，その細 に を めることで， の

期安定 用ができると期待されている。し し，細 に がどのように められる を

測定する手法は なく， 期安定化の カニ ムは分 ていない。 

そこで講演者らは，示 査 量測定と 中性

子 を 用し，細 の 状 や構 を

するための測定法の開発を めている。講演者ら

の測定法では，多 性 料の細 に が 在し

ている ， 構 が変わ ていない を定量的に

価できる。そのため，多 性 料と を 合

わ たセンサー開発，さらには 料電 やク マト

グ ーなど の適用が期待できる。 

 

 1 ートル（1 nm）は 分の ートル 

図 1 ー スシリカ 
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ー な ー  

【講演番号】Y1217【講演日時】9 月 11 日（水）15：45 ～ 17：15 

【講演タイトル】 中における オ ート保 合 ク スターの動的 動の 測：高速 体ク

マトグ ーによる高分 能分 技術の活用 
   
【概要】 テク ーは，医療， ， ル ーの分野を中 に応用され けてい

る。基 料となる 物質の物性・構 などは に重要であるが， な 分が

多い。本研究では， 高速 体ク マトグ ーと レクト スプレーイオン化質

量分 を 用し， オ ートにより保 された 合 ク スターの化 成と構 を

した。その ， のク スターでは 原子の が いており， の生

易さは合成方法によ て異なることが ら にな た。これらの は， 料の合成

方法 の を し，ク スターの物性・機能の発現機構の にも がると期待される。 

 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東 大院   

本 ，新  佳 ，  ，   

東京都新 区 1-3，電話 03-5228-9145，negishi@rs.kagu.tus.ac.jp 

 

 テク ーの応用 は， 薬，分子センサー， 料電 ，など幅広く，とくに，

医療， ， ル ーの分野で，研究の が期待されている。 などに用いる

の 用量を らす， 物質の で が変化する性質をセンサーに 用する，

性をも た 物質に機能性の高分子を けて特定の物質を する，など，その応

用 は無 に広が ている。これらの研究を めるにあた て， テク ーの

基 料となる 物質が， 中でどのような状 である ，その安定性，化 成，

構 ， それらの時 変化，などを ることは に重要である。し しながら，こ

れまで，合成された 物質が 中でどのような 動をと ているの ， な

分が 多くあ た。 

講演者らは， オ ートにより保 された 合 ク スター（ 物質）について，

高速 体ク マトグ ーと レクト スプレーイオン化質量分 という 2 つの

測定法を に用いることで，それらの 中での 動を，化 成と構 ，時 変化，

とい た ら することに成 した。その ， オ ート保 合 ク スタ

ーは， 中にて 原子の を生 けていること，さらに，そうした の

生 易さは， ク スターの合成方法によ て異な ていることが ら にな た。

つまり， ク スター研究の際には， 料の合成方法にも を る 要があることが

示 された。また， の研究成 は， ク スターの物性や機能の発現 カニ ムに す

る い にも がると期待される。 
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ー な ー  

【講演番号】Y1217【講演日時】9 月 11 日（水）15：45 ～ 17：15 

【講演タイトル】 中における オ ート保 合 ク スターの動的 動の 測：高速 体ク

マトグ ーによる高分 能分 技術の活用 
   
【概要】 テク ーは，医療， ， ル ーの分野を中 に応用され けてい

る。基 料となる 物質の物性・構 などは に重要であるが， な 分が

多い。本研究では， 高速 体ク マトグ ーと レクト スプレーイオン化質

量分 を 用し， オ ートにより保 された 合 ク スターの化 成と構 を

した。その ， のク スターでは 原子の が いており， の生

易さは合成方法によ て異なることが ら にな た。これらの は， 料の合成

方法 の を し，ク スターの物性・機能の発現機構の にも がると期待される。 

 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】東 大院   

本 ，新  佳 ，  ，   

東京都新 区 1-3，電話 03-5228-9145，negishi@rs.kagu.tus.ac.jp 

 

 テク ーの応用 は， 薬，分子センサー， 料電 ，など幅広く，とくに，

医療， ， ル ーの分野で，研究の が期待されている。 などに用いる

の 用量を らす， 物質の で が変化する性質をセンサーに 用する，

性をも た 物質に機能性の高分子を けて特定の物質を する，など，その応

用 は無 に広が ている。これらの研究を めるにあた て， テク ーの

基 料となる 物質が， 中でどのような状 である ，その安定性，化 成，

構 ， それらの時 変化，などを ることは に重要である。し しながら，こ

れまで，合成された 物質が 中でどのような 動をと ているの ， な

分が 多くあ た。 

講演者らは， オ ートにより保 された 合 ク スター（ 物質）について，

高速 体ク マトグ ーと レクト スプレーイオン化質量分 という 2 つの

測定法を に用いることで，それらの 中での 動を，化 成と構 ，時 変化，

とい た ら することに成 した。その ， オ ート保 合 ク スタ

ーは， 中にて 原子の を生 けていること，さらに，そうした の

生 易さは， ク スターの合成方法によ て異な ていることが ら にな た。

つまり， ク スター研究の際には， 料の合成方法にも を る 要があることが

示 された。また， の研究成 は， ク スターの物性や機能の発現 カニ ムに す

る い にも がると期待される。 
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イオ  

【講演番号】Y2034【講演日時】9 月 12 日（木）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】イオン 体 出による 水中の ウ化物イオンの分 ・  
   
【概要】日本は世 の ウ 生 量の を担 ており，その は で生 されてい

る。原料となる 水 には ウ は ウ化物イオン（I-）の で まれており， はこれを

酸化して ウ 分子（I2）とすることにより分 が行われてきた。本研究では， 体の である

イオン 体 を用いることにより，酸化 を用いることなく 水 ら I- を高 で 出分 ・

するプ セスを構築した。 の系では，モ ル 水に して体 で 1/40 1/100 のイオン

体で I- を 量分 することができ， ウ 生 など の応用が期待される。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】 大院 合 1・ 大院 2  

○ 本 都 1・ 田 正 2 

区 生 1-33，電話 043-290-2781，katsuta@faculty.chiba-u.jp 

 

 ウ は幅広い用途のある有用な であるとと

もに， が にと て重要な 出 である。 ウ

の な は 下 ら 上 られる の

水（ 水）であり，その中に に ウ化物イオン

（I−）の で まれている。 水 らの ウ の分

には， 的には ーアウト法，研究 で

は 出法がよく用いられるが，これらの方法で

は 水に多量の酸化 を えて I− を ウ 分子（I2）

に変 するプ セスが 要である。本研究では，

出 として で 状の であるイオン 体

（Ionic Liquid, IL）に し， ウ を I− の のま

まで高 に 出可能な IL を するとともに，

水中 ウ の分 ・ の応用を検討した。 

 I− を 水を 種 の 水性 IL と り混ぜ，I− の 出 を た ，特に 化トリオク

ルアンモニウム（1）と 化トリ シルテト シル ス ニウム（2）の 2 種 が高い 出

能 を示した。 水のように Na+ ，Ca2+ ，Cl− 等を高 度で 水に しても，体 でわ

1/40（1 の場合）または 1/100（2 の場合）の IL によ て 99 % 上の I‒ を 出することがで

きた。この れた 出能 を 用して， 水中の 度の I− を高 し，蛍光 X 線分 法で

検出・定量することができた（図）。また，1 出された I− は，アルカリ水 と り混ぜるこ

とで大 分を 可能であ た。本 出系は安 性と 性の でも れており， ウ の

分 ・ ・ ・ 等 の幅広い応用が期待される。 

 
図 出前の 水（上）と 1/100 の IL（2）
で 出後の IL （下）の蛍光 X 線ス ク

トル。 出による 100 の ，IL
には ウ （I）が に検出された。 
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・検出  

【講演番号】I1005【講演日時】9 月 11 日（水）10：30 ～ 10：45 

【講演タイトル】 物の 動検査に向けた 薬微 子サンプリング の検討 
   
【概要】テ では ， ， 設 など 々な手 が用いられるが， も多いのは であ

り，発生 の を めている。このため，テ を に防 するには， 発物を迅速 つ

簡便に検出可能な検査 置の開発が 要 可 とな ている。講演者らは， 発物を 備する

程で 物などの表 に した 薬 子を 動 ・検出する 置の開発を行 ており，本研究

では，スー ースなど大きな 物を持ち く などでの 用を 定した 大型 物向けの 発

物 置 を試 し，その検出性能の 価を行 た。その ，試 した 置を用いると，ス

ー ースの 手 に した 薬分子を，検査開 ら で検出することができた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】日 研開 1・日 2  

○高田 安 1・ 野 1・ 島 1・ 谷 1・ 田 光 1・ 田 都 1・  等 2 

東京都 分 東 1-280，電話 042-323-1111，yasuaki.takada.xt@hitachi.com 

  

テ では ， ， 設 など 々な手 が用いられるが， も多いのは であり，発

生 の を めている。このため，テ の 防 には 発物 が 可 である。

された 発物を発見するため，X 線検査 置のように 物を として 化するバルク検査や，

備 で に する微 子や いなどの を分 化 的な手 で検出するトレース検査

が行われる。トレース検査は の保安検査でも実 されているが， は専門の検査 がカバ

ンなどの表 を き り，その 物を 置にセットして分 する。 の 担が重くなる上，

の と分 とを合わ ると 20～30 の時 が 要で， など が多く行き する場 での

検査は 実上 だ た。そこで，トレース検査の無 化・高速化が く まれていた。 

 講演者らは，高速の により表 に する 薬微 子を 動で し検出するトレース検

出 置の検討を けており， 前は 機の機 持ち サイ を 定した 型手 物用の

置を開発した。 は， がより大きな 物を持ち く などでの 用を 定し，大型 物

向けの 発物 置を試 した（図 1）。 に 薬由 の分子を さ た試料をスー ー

スの 手に さ て 価したとこ ，

の ら 2.5 で 薬を検出でき

た。講演では，図 1 に示した 置の微

子サンプリング の構 や， や

量などの測定パ ータの 適化につい

て報告する。 

（本研究の は システム

改 と研究開発の 体的 により実 された。） 

       図 1 大型 物向け 発物 置 
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・検出  

【講演番号】I1005【講演日時】9 月 11 日（水）10：30 ～ 10：45 

【講演タイトル】 物の 動検査に向けた 薬微 子サンプリング の検討 
   
【概要】テ では ， ， 設 など 々な手 が用いられるが， も多いのは であ

り，発生 の を めている。このため，テ を に防 するには， 発物を迅速 つ

簡便に検出可能な検査 置の開発が 要 可 とな ている。講演者らは， 発物を 備する

程で 物などの表 に した 薬 子を 動 ・検出する 置の開発を行 ており，本研究

では，スー ースなど大きな 物を持ち く などでの 用を 定した 大型 物向けの 発

物 置 を試 し，その検出性能の 価を行 た。その ，試 した 置を用いると，ス

ー ースの 手 に した 薬分子を，検査開 ら で検出することができた。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】日 研開 1・日 2  

○高田 安 1・ 野 1・ 島 1・ 谷 1・ 田 光 1・ 田 都 1・  等 2 

東京都 分 東 1-280，電話 042-323-1111，yasuaki.takada.xt@hitachi.com 

  

テ では ， ， 設 など 々な手 が用いられるが， も多いのは であり，発

生 の を めている。このため，テ の 防 には 発物 が 可 である。

された 発物を発見するため，X 線検査 置のように 物を として 化するバルク検査や，

備 で に する微 子や いなどの を分 化 的な手 で検出するトレース検査

が行われる。トレース検査は の保安検査でも実 されているが， は専門の検査 がカバ

ンなどの表 を き り，その 物を 置にセットして分 する。 の 担が重くなる上，

の と分 とを合わ ると 20～30 の時 が 要で， など が多く行き する場 での

検査は 実上 だ た。そこで，トレース検査の無 化・高速化が く まれていた。 

 講演者らは，高速の により表 に する 薬微 子を 動で し検出するトレース検

出 置の検討を けており， 前は 機の機 持ち サイ を 定した 型手 物用の

置を開発した。 は， がより大きな 物を持ち く などでの 用を 定し，大型 物

向けの 発物 置を試 した（図 1）。 に 薬由 の分子を さ た試料をスー ー

スの 手に さ て 価したとこ ，

の ら 2.5 で 薬を検出でき

た。講演では，図 1 に示した 置の微

子サンプリング の構 や， や

量などの測定パ ータの 適化につい

て報告する。 

（本研究の は システム

改 と研究開発の 体的 により実 された。） 

       図 1 大型 物向け 発物 置 
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カ  

【講演番号】P3010【講演日時】9 月 13 日（ ）10：00 ～ 11：30 

【講演タイトル】 が るカ の開発と応用 
   
【概要】化 応が連 して こり，化合物が次 に 出・成 する カル ー ンでは，

分 は時々 々変化する。そのような の動きや分 の変化を動 として えることができ

るシステムが開発された。試料上の広い に X 線を し，そこ ら出てくる 有の蛍光

X 線を，カ の検出器 で して えるものである。この開発においては，カ の ー

ウ アに えて，多 の 適な を るための 処 技術も合わ て開発された。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】物 機構 1・ 大 2  

○桜  次 1・  2 

つくば 現 1-2-1，電話 029-859-2821，SAKU RAI.Kenji@nims.go.jp 

 

これまでの 分 の多くは，試料を さ ，そこに まれる の量を高 度に求めるも

のである。あるがままに， とに異なる さで分 する状況をス ップシ ットあるい

は変化を動 することはできないのだ う 。 的近いのは，X 線を さなス ットに

光し試料表 を XY 査して蛍光 X 線の をつくる方法であるが，XY 査には開 と

があり，そこに時 が生 るため，ス ップシ ットや動 は しい。 

この を するためには，試料上の広い 野に X 線を し，そこ ら出てくる蛍光 X 線

を検出器 上に さ ればよい。その際， ができるカ のような 線検出器が 要

になる。 の分 をス ップシ ットあるいは動 できる分 法とは，つまり，カ を

用する蛍光 線分 法である。実は，光 微 などに 用されている CCD/CMOS カ

のレン などの を し， くわ な変 を えるだけで，す に 線分 に 用できる。 

蛍光 線ス クトルは， 導体検出器に入 した 線が りだす電子正 の に 応する

号パルスを処 ， することによ て られ，カ を用いる場合も，基本は 考え方

でよいのであるが，蛍光 X 線が りだした電 が つの に され ， に する

可能性があり，その場合， の電 量の総量がわ らなくなるという が られていた（

ー シ アリング）。 が るカ として分 に用いるためには，カ の ー ウ アその

ものに え，カ の 子サイ や

構 に応 ー シ アリングの

正を適切に行う 処 が 可

である。この技術開発に成 したこ

とで，多 時の蛍光 線ス ッ

プシ ットや動 を できるよう

にな た。 図 応・成 する カル ー ンの ，カルシウムの
時動  
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会場 部屋番号

会場別講演区分表は概略を表示したものです。 講演分野の名称は一部省略しています。

※ 本会場別講演区分は2019年8月23日現在です。

若手
ポスター

（9：45-11：45）

10：00-11：30

若手
ポスター

（13：00-15：00）

13：15-14：45

若手
ポスター

（15：30-17：30）

15：45-17：15

25: 宇宙・地球に関する
分析化学

13:45-15:4510:15-11:00

11: 質量
分析

16:00-17:00

生涯分析
懇話会

産官学交流カフェ

10：00-12：00

女性研究者
ネットワーク

セミナー

11:45-13：00

04: X線・
電子分光

X線
懇談会

表示・
起源

懇談会

16:15-16:45

24: 微粒子分析およ
び微粒子利用分析 24: 微粒子分析および微粒子利用分析

第５回アジア分析科学シンポジウム

13：15-17：15

17: 溶媒抽出法，
固相抽出法，
イオン交換系

特別シンポジウム
生命現象における分析化学

13:20-16:50

受賞
講演
（技）

10:30-
11:00

04: X線・
電子分光

9：30-10：30

9:30-11:00

30: 食品・農作物・ヘ
ルスケア等分析

26: 環境関連分析

13:45-16:00

9:30-10:45

13:45-15:00 15：15-16：15

※ 受賞講演の（奨）は奨励賞講演、（技）は技術功績賞講演、（女）は女性Analyst賞講演、（論文）は分析化学論文賞講演、（先端）は先端分析技術賞
講演の略です。ポスター発表時間は90分です。（ ）内は掲示時間です。

P/Y けやき会館

M G4-21
16: 電気泳動

13:45-16:00

電気
泳動

懇談会

16:00-16:30

J G4-31

L G4-22

K G4-23

I G4-32

H G4-33

13：45-16：15

受賞
講演
（奨）

10:30-
11:00

31:バイオ

13:45-17:00

G G4-43

13:FIA

9:30-11:00

受賞
講演

(先端)

13:45-
14:15

13:FIA

14:15-16:15

FIA
懇談会

16:15-
16:45

13：45-15：15 15:30-16:30

有機微量
分析

懇談会

F G4-53

31:バイオ

9：30-10:30

D G5-10
ランチョン

（ｱﾅﾘﾃｨｸｲｴﾅ)

E G5-20
ランチョン
(JAIMA）

07:電気化学

13:45-14:45

受賞
講演
（奨）

14:45-
15:15

受賞
講演
（女）

07:電気化学

9：30-11：00 15:30-
16:00

電気
分析

懇談会

16:00-
16:30

B G3-11
ランチョン

（アジレント）

12:00-12:50

特別公開シンポジウム
社会の公正と安全・安心に貢献する分析化学

13:15-17:30

C G3-12
ランチョン

（ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰ)

12:00-12:50

A G2

13:00-
13:30

特別公開シンポジウム
産業界シンポジウム

分析部門における産学連携/社外大型設備の活用

13:30-16:40

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00

午　前 午　後

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

第68年会 会場別講演区分

１日目 ９月１１日（水）

13:30-
14:00

14:00-
14:30

14:30-
15:00

15:00-
15:30

15:30-
16:00

12:00-12:50

12:00-12:50
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会場 部屋番号

04: X
線・電
子分光

9:00-
9:15

※ 受賞講演（論文）は、環境分析研究懇談会枠で講演いたします。

受賞
講演
（奨）

11:00-
11:30

若手
ポスター

（9：45-11：45）

10：00-11：30

分析試薬
懇談会

10：45-11：45

受賞
講演
（奨）

10:00-
10:30

18: 分離・分析
試薬の設計

9:00-10:00

9:15-9:45

ガス
クロ

懇談会

10:45-
11:15

受賞
講演

(先端)

26: 環境関連分析

9:00-10:30

受賞
講演

(論文)

10:45-
11:15

24: 微粒子分析およ
び微粒子利用分析

G G4-43

08:センサー・
センシングシステム

9:00-10:30

高分子
懇談会

11:00-
11:30

G4-33

9:00-10:15 10:30-11:30

23: 界面分析
溶液界面
懇談会

31:バイオ

9:00-10:00

受賞
講演
（技）

10:00-
10:30

バイオ
懇談会

10:45-
11:15

01:原子スペクトル

9:00-11:00

P/Y けやき会館

M G4-21

02: 分
子スペ
クトル

9:00-9:30

受賞
講演
（奨）

9:30-10:00

02: 分子ス
ペクトル

10:15-11:00

J G4-31

L G4-22

K G4-23

15:
ガス
クロ
10:00-
10:30

I G4-32

H

9:00-10:30

29: 有機・高分子材料

9:00-11:00

G4-53

D

12:00-12:50

07:電気化学

9:00-11:15

C G3-12

学会賞受賞講演
15：00-17：10

会場：千葉大学 けやき会館 大ホール

特別シンポジウム
分析科学と核酸科学

– 相互刺激による相乗的展開 –

9:00-12:20

B G3-11

名誉会員推戴式・学会賞等授賞式
（N会場）

13：20-14：40

G2A

特別公開シンポジウム 産業界シンポジウム
AI，MI時代への期待と課題Ⅱ

－企業におけるコンピュータサイエンスの現状－

9:10-11：50

17:00-
17:30

14:00-
14:30

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

第68年会 会場別講演区分

２日目 ９月１２日（木）

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

14:30-
15:00

13:30-
14:00

熱分析
懇談会

10:45-
11:15

ランチョン
(JAIMA）

G5-10

E G5-20

F
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会場 部屋番号

    02: 分子スペクトル
    03: レーザー分光

9：00-11：00

10：00-11：30

一般ポスター
テクノレビューポスター

（9：45-11：45）

一般ポスター

（13：00-15：00）

13：15-14：45

19: 分析化学
反応基礎論

9：00-10：00

溶液
反応化学
懇談会

10：15-11：15

19: 分析化学反応基礎論

13:45-15:15

G4-32

14: 液クロ

13:45-14:45

液クロ
懇談会

11:00-
11:30

14: 液クロ

9：00-11：00

レア
メタル
懇談会

11:00-11:30

スクリー
ニング
懇談会

10:30-11:009：00-9：45

G4-33

F G4-53

G

32:バイオイメージング

9：00-11：15

9：00-11：00 12:00-12:50

9:45-10:15

12:マイクロ分析系

13:45-15:15

08:センサー・
センシング
システム

9：00-10：00

受賞
講演
（女）

10:15-
10:45

化学
センサー
懇談会

10:45-
11:15

G4-43

13:45-15:00

35: 企業にお
ける分析解析
活用と課題解
決への適用

34:臨床
分析

15:00-16:00

12:マイクロ分析系

9:15-10:45

ﾅﾉ･ﾏｲｸﾛ
化学分

析
懇談会

10:45-11:15

08:センサー・
センシングシステム

13:45-16:00

受賞
講演
（技）

23: 界面分析 23: 界面分析
ランチョン
(ﾒﾄﾗｰﾄﾚﾄﾞ）

31:バイオ

9:00-11:15

31:バイオ

13:45-14:45

E G5-20
ランチョン
(JAIMA）

12:00-12:50

ランチョン
(ｴﾙｶﾞｰ)

12:00-12:50

特別シンポジウム
講義「分析化学」を魅力的にするには？

9:10-12:00

特別シンポジウム
タンパク質を素材とする分析ツールの進化デザイン

13:00-16:50

G3-12
01:原子スペクトル

9：00-11：30

特別シンポジウム
プラズマ質量分析計によるナノ粒子の

高感度・高速計測

13:00-16:40

P/Y けやき会館

G4-21M

J G4-31

L G4-22

K G4-23

I

H

C

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

14:00-
14:30

14:30-
15:00

B G3-11

A G2

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

13:30-
14:00

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

特別公開シンポジウム
分析化学のプレゼンスを拡大する

キャリアビルディング

13:00-15:50

午　前 午　後

第68年会 会場別講演区分

３日目 ９月１３日（金）

15:00-
15:30

15:30-
16:00

D G5-10
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分析化学は 

  物質の構造や性質を調べる方法，物質を検出したり分離する方法を研究する化学の学問です。 

  その成果は，広く社会に貢献しています。化学製品をはじめ，金属，セラミックス，半導体，医薬，食
品などの品質や安全性の確保に欠かせません。資源，エネルギー，環境問題においても大きな役割を果た
しています。エレクトロニクスやバイオテクノロジー，新素材，高分子材料，医療診断，投薬管理にも分析
化学は大きく寄与しています。自然科学の多くの分野が分析化学を基礎にしています。 

 

公益社団法人 日本分析化学会は 

  分析化学の進歩発展を図り，これを通じて科学，技術，文化を発展させ，人類の福祉に寄与すること
を目的にしています。 

  分析化学は，理・工・農・医・歯・薬学などの広い分野にかかわっています。従って，日本分析化学会に
は，これに関係する研究者・技術者約 6,000名が会員として参加しています。分析化学関係では，世界
最大の学会です。 

  日本分析化学会は，本部を東京に，支部を北海道，東北，関東，中部，近畿，中国四国，九
州に置いています。本部と支部は協力して，分析化学の発展とその成果の普及のためにたゆまない努力を
続けています。 

 

この「展望とトピックス」は 

  日本分析化学会の折々の活動を，広く社会の皆様に知っていただくために発行しています。 

  分析化学は，分野が極めて広いのが特徴です。従って，中には専門性が高いため一般の人には理解し
にくい部分もあります。この「展望とトピックス」は，分析化学の最近の成果の中から，身近な社会との関わり
が特に深いと考えられるものを選んでわかりやすく解説したものです。これを通じて，日本分析化学会の活動
を理解してくだされば誠に幸いです。 

 

展望とトピックス委員会 

 

 

           委員長  保倉 明子（東京電機大学工学部） 

           副委員長 平山 直紀（東邦大学理学部） 

        荒井 健介（日本薬科大学薬学科） 

           委 員  石田 康行（中部大学応用生物学部） 

                稲垣 和三（産業技術総合研究所） 

                井原 敏博（熊本大学大学院先端科学研究部） 

                鈴木  仁（東京都健康安全研究センター） 

                鈴木彌生子（農研機構 食品研究部門） 

                林  英男（東京都立産業技術研究センター） 

                山本 政宏（TOTO総合研究所） 

                横井 邦彦（大阪教育大学教育学部） 

                横山 拓史（九州大学） 
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